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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
７
年
、
皆
さ
ま
に
は
新
し
い
年
を
迎

え
ら
れ
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と

拝
察
い
た
し
ま
す
。

新
た
な一
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て

幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
行
政
運
営
に
対
し
、
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

年
明
け
か
ら
能
登
半
島
で
大
地
震
が
あ

り
、
日
向
灘
の
地
震
に
伴
う
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
、
ま
た
台
風
の
影
響

に
よ
る
豪
雨
で
、
日
本
各
地
は
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
能
登
半
島
の
被

災
地
に
対
し
、
町
も
で
き
る
限
り
の
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
も
な
お
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
は
困
難
な
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま

も
自
然
災
害
に
対
す
る
不
安
を
感
じ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
町
の
防
災
体
制
の
強
化
に
取
り

組
み
、
皆
さ
ま
に
も
総
合
防
災
訓
練
な

ど
を
通
じ
た
災
害
時
対
応
を
お
願
い
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
値
で

は
、
予
測
で
き
な
い
事
態
も
起
き
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ま

と
と
も
に
、
更
に
自
然
災
害
に
対
す
る

備
え
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
箱
根

ケ
崎
方
面
延
伸
に
関
し
て
は
、
東
京
都

誰
も
が
健
康
で
す
こ
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
寿
楽
」に
代

わ
る
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
「
M
I
Z

C
U
L
（
ミ
ズ
カ
ル
）」を
拠
点
と
し
て
、

新
た
な
多
世
代
間
の
交
流
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、民
間
活
力
を
い
か
し
た
医
療
・

介
護
・
衛
生
環
境
を
整
え
、安
心
で
き
る

生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
今
後
も
関
係

機
関
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
育
つ
ま
ち

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

児
童
福
祉
と
母
子
保
健
の
両
機
能
が
連

携
で
き
る
相
談
支
援
体
制
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
個
々
の
家
庭
に
応
じ
た
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
更
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
事
業
で
は
、
第
五

小
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
を
小
学
校
に
隣
接

す
る
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
「
M
I
Z

C
U
L
（
ミ
ズ
カ
ル
）」に
統
合
し
、
児

童
の
安
全
と
新
た
な
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

の
在
り
方
を
探
り
ま
す
。
ま
た
、
待
機

児
童
の
解
消
お
よ
び
保
育
環
境
の
改
善

を
図
る
た
め
、
第
二
小
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
の
移
転
の
準
備
に
も
着
手
し
ま
す
。

学
校
教
育
で
は
、
最
近
の
熱
中
症
の

リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
災
害
時
に
お
け
る

地
域
の
避
難
所
と
し
て
の
機
能
強
化
を

図
る
た
め
、
順
次
、
学
校
体
育
館
空
調

設
備
設
置
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち

激
甚
化
、
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
に

備
え
、
地
域
防
災
計
画
を
改
定
し
ま
す
。

ま
た
、
防
犯
体
制
お
よ
び
災
害
時
の
情

報
収
集
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
更
新
に
あ
た
り
、
通
信
機
能

を
備
え
た
防
犯
カ
メ
ラ
に
転
換
を
図
り
、

即
時
性
と
情
報
収
集
の
シ
ス
テ
ム
化
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

便
利
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
箱
根
ケ
崎
方

面
延
伸
を
踏
ま
え
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
、
具
体
的

な
取
組
に
向
け
た
議
論
を
加
速
さ
せ
ま

す
。
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促

進
お
よ
び
新
青
梅
街
道
拡
幅
に
伴
う
汚

水
管
移
設
工
事
な
ど
、
雨
水
対
策
も
含

め
た
都
市
基
盤
整
備
を
計
画
的
に
、
着

実
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
町
の
公
共
交
通
を
維
持
・
活

性
化
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
八
高
線
、
多
摩

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
、
公
共
の
移
動
手
段

を
含
め
た
公
共
交
通
網
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
一
般
車
両
の
渋
滞
解
消
に
向

け
、
道
路
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
も
将
来
に
つ
な
が
る

施
策
を
着
実
に
実
施
し
、
町
民
の
皆
さ

ま
と
共
に
考
え
、
手
を
携
え
て
、「
新
た

な
価
値
を
生
み
出
す
ま
ち
に
向
け
て
」取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
な
ら
び
に
議
会
の
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

あいさつ

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
ま
ち
に
向
け
て

瑞
穂
町
長

杉
浦
裕
之

の
都
市
計
画
決
定
の
報
告
を
間
近
に
控

え
て
い
ま
す
。
新
青
梅
街
道
沿
い
の
用

地
取
得
が
加
速
し
て
い
る
の
を
皆
さ
ま

も
目
に
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
計
画
に
合
わ
せ

て
、
町
内
の
移
動
手
段
も
変
化
し
、
従

来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
デ
マ
ン
ド

交
通
が
加
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
運

転
手
不
足
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、

町
は
、
東
京
都
お
よ
び
民
間
路
線
バ
ス

事
業
者
と
連
携
し
、
自
動
運
転
の
導
入

に
向
け
た
実
証
実
験
を
令
和
７
年
２
月

か
ら
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

最
初
の
実
験
は
、
短
期
間
で
す
が
、
将

来
、
町
内
へ
の
本
格
導
入
を
見
据
え
、

今
後
も
検
証
を
重
ね
ま
す
。

本
年
も
、
町
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ま

に
、
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
、
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
を
契

機
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

で
、
住
む
人
・
働
く
人
・
訪
れ
る
人
の

誰
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
の
実

現
に
向
け
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
引
き
続

き「
す
み
た
い
ま
ち

つ
な
が
る
ま
ち

あ
た
ら
し
い
ま
ち

〜〝
そ
う
ぞ
う
〞

し
よ
う

み
ら
い
に
ず
っ
と
ほ
こ
れ
る

み
ず
ほ
〜
」を
実
現
す
る
た
め
、
現
在

編
成
中
の
新
年
度
予
算
案
に
基
づ
き
、

そ
の
施
策
の
一
端
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

皆
さ
ま
に
と
っ
て
希
望
あ
ふ
れ
る
輝
か

し
い
一
年
で
あ
る
こ
と
を
、心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
は
巳
年
。古
来
よ
り「
巳
」

は
復
活
と
再
生
の
象
徴
と
さ
れ
、大
い
な

る
成
長
を
表
す
年
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
各
地
で
地
震
や
豪
雨
な
ど
自

然
災
害
が
相
次
ぐ一
年
で
し
た
が
、本
年

は
皆
さ
ま
が
安
心
と
希
望
に
満
ち
た

日
々
を
過
ご
せ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

世
界
情
勢
は
依
然
と
し
て
不
安
定
で

す
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

や
中
東
の
戦
闘
激
化
、
日
本
周
辺
で
も

緊
張
が
続
き
、
資
源
や
食
料
の
流
通
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
世
界
経
済
に
も
混
乱

と
不
透
明
感
が
続
い
て
い
ま
す
。
物
価

上
昇
が
国
民
生
活
に
も
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
す
中
、
国
や
自
治
体
に
よ
る
支
援

策
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
一

刻
も
早
く
停
戦
と
平
和
が
実
現
す
る
こ

と
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

便
利
な
町
を
求
め
て

町
で
は
、
昨
年
か
ら
「
書
か
な
い
窓

口
」
と
し
て
転
入
届
の
手
続
の
開
始
や
、

遺
族
向
け
の
支
援
の
研
究
な
ど
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住
民
票

な
ど
の
証
明
書
の
交
付
が
コ
ン
ビ
ニ
で

も
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
手

続
の
簡
素
化
に
期
待
を
す
る
と
こ
ろ
で

す
。ま

た
、
昨
年
か
ら
デ
マ
ン
ド
交
通
の

実
証
実
験
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
今

年
２
月
に
は
東
京
都
の
実
証
実
験
と
し

て
自
動
運
転
バ
ス
が
町
で
運
行
さ
れ
ま

す
。
こ
の
実
証
実
験
の
成
果
を
基
に
、

町
で
は
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
是
非
、
皆

さ
ま
に
は
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
の
安
全
安
心
の
た
め

近
年
、
豪
雨
に
よ
る
冠
水
へ
の
不
安

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
長
岡
地
区
で

は
、
長
岡
１
号
幹
線
が
整
備
中
で
す
。

現
在
、
先
端
の
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
撤

去
は
完
了
し
て
お
り
、
工
事
完
了
後
は
、

箱
根
ケ
崎
駅
西
口
か
ら
国
道
16
号
・
岩

蔵
街
道
ま
で
の
雨
水
排
水
対
策
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
地
域
の
浸
水

被
害
軽
減
に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。

町
で
は
危
機
管
理
官
を
中
心
に
、
防

災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
緊
急
避
難
場

所
で
の
対
応
準
備
、
災
害
時
に
お
け
る

庁
舎
で
の
本
部
機
能
発
揮
の
た
め
の
運

営
な
ど
、
日
頃
か
ら
危
機
管
理
体
制
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
大
き

な
災
害
が
起
き
た
場
合
は
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
助
け
合
い
が
必
要
で
す
。
議
会

と
し
て
も
自
治
会
・
町
内
会
や
消
防
団

の
お
力
を
借
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
絆
を
深
め
、
防
災
力
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

誰
も
が
住
み
た
い
町
を
目
指
し
て

昨
年
、
東
京
都
へ
の
要
望
活
動
に
お

い
て
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
箱
根
ケ

崎
方
面
延
伸
に
つ
い
て
「
２
０
３
０
年

代
半
ば
に
は
開
業
を
目
指
す
」
と
の
回

答
を
得
た
こ
と
で
、
計
画
が
現
実
味
を

帯
び
て
き
ま
し
た
。
既
に
新
青
梅
街
道

の
中
央
に
埋
設
さ
れ
た
汚
水
管
の
撤

去
・
移
設
の
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
立
地
適
正
化
計
画
の
施
行

に
伴
い
、
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
の
新
駅
周

辺
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
も
進
行
し
ま

す
。
計
画
進
展
や
公
共
交
通
網
の
再
構

築
に
よ
り
、
周
辺
地
域
の
開
発
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
働
き
盛
り
世
代
や
若
い
世

代
が
「
住
み
た
い
」
と
感
じ
る
町
と
し

て
の
魅
力
を
高
め
、
未
来
へ
の
可
能
性

を
広
げ
、
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

少
子
化
へ
の
対
応

年
々
、
子
ど
も
の
出
生
率
は
低
下
し

て
お
り
、
町
で
の
出
生
数
は
２
０
０
２

年
の
２
８
８
人
か
ら
、
２
０
２
３
年
は

１
２
６
人
に
下
が
り
ま
し
た
。
こ
の
ま

ま
で
は
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
避
け

ら
れ
な
い
見
込
み
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
町
で
は
昨
年
４
月
か

ら
給
食
費
の
無
償
化
や
10
月
か
ら
高
校

生
等
医
療
費
助
成
制
度
の
自
己
負
担
撤

廃
な
ど
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
て

い
ま
す
。
東
京
都
で
は
「
０
１
８
サ
ポ

ー
ト
」と
し
て
子
ど
も
１
人
当
た
り
月
額

５
，
０
０
０
円
の
支
給
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
で
も
児
童
手
当
の
所
得
制

限
を
撤
廃
す
る
な
ど
子
育
て
世
帯
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

わ
が
町
で
は
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭

へ
の
支
援
体
制
の
再
構
築
や
障
が
い
の

あ
る
方
へ
の
相
談
体
制
の
充
実
な
ど
を

図
り
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
へ
の
対
応

高
齢
者
施
設
「
寿
楽
」
が
多
世
代
交

流
施
設
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
今
年
５

月
に
「
M
I
Z
C
U
L
（
ミ
ズ
カ
ル
）」

と
し
て
開
所
予
定
で
す
。
議
会
と
し
て

も
初
の
多
世
代
交
流
施
設
と
し
て
注
視

し
て
い
き
ま
す
。
今
後
、
多
く
の
方
に

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
、
わ
が
町
の
高
齢
化
率

が
30
・
06
％
と
な
り
、
人
口
３
２
，
０

４
９
人
に
対
し
65
歳
以
上
の
方
が
９
，

６
３
４
人
と
な
り
ま
し
た
。
高
齢
の
方

が
元
気
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
が
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
い
つ
ま

で
も
健
康
で
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

開
か
れ
た
議
会
に
向
け
て

議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
や
意
見
交
換

会
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
の
貴
重
な
意
見

を
反
映
さ
せ
、
議
会
の
「
見
え
る
化
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

結
び
に
今
後
も
、
議
員
と
し
て
の
責

任
を
担
い
、
町
と
議
会
が
協
力
し
て
、

皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

よ
り
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
本
年
も
引
き
続
き
、
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年頭の令和7年
巳
み

年

未
来
に
向
か
い
…
も
っ
と
も
っ
と
住
み
よ
い
町
に

瑞
穂
町
議
会
議
長

山
﨑

栄
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瑞穂町駅伝競走大会 1月19日㈰午前10時
（一斉スタート）

第
49
回

城西大学経営学部准教授 平塚 潤 氏 プロフィール
来歴
1969年　茨城県東茨城郡城里町で誕生
日本体育大学体育学部体育学科 卒業、同大学院体育科学研究科 修了
第64回、66回、67回箱根駅伝 出場
エスビー食品陸上競技部 所属(10年間)
2001年～2009年　城西大学駅伝部監督
2009年　城西大学陸上部総監督
戦績
1993年8月　シュトゥットガルト世界陸上大会(ドイツ) 1万メートル 出場
1994年10月　アジア競技大会(広島) 1万メートル 銀メダル獲得
1995年12月　福岡国際マラソン 8位入賞(2時間10分51秒)
2004年　箱根駅伝初出場（監督就任中）

コース 主催　瑞穂町・瑞穂町教育委員会
主管　特定非営利活動法人瑞穂町体育協会

出発および各中継所通過予定時刻
区間および距離数６区間 15.1km

（スタート）１区↓（2.64km）
役場前 10:00
中継所

通過
予定時刻

2 区 ↓（2.66km）
竹内運輸工業前 10:08

3 区 ↓（2.25km）
第一小学校バス停前 10:16

4 区 ↓（2.64km）
役場前 10:23

5 区 ↓（2.66km）
竹内運輸工業前 10:32

6 区 ↓（2.25km）
第一小学校バス停前 10:40

ゴール到着／役場前 10:50

　コミュニティバスは、元狭山コース、石畑・殿ケ谷コースを一部運休します。
　また、一部路線バスは、迂回運行を実施します。詳しくは、町ホームページ
またはバス停にてご確認ください。
問合せ　交通政策モノレール推進課　 557―7579 町ホームページ

今年のスターター

問合せ　瑞穂町体育協会　 557―7098

　　　　　　広報みずほ　令和７年１月号　　4

令和6年分　申告書作成会場
税　目 申告書の提出・納税期限（土・日曜日、祝日を除く）

所得税と復興特別所得税 ２月１7日㈪～３月１7日㈪　※還付申告は２月１7日㈪より前でも提出できます。
贈与税 ２月3日㈪～３月17日㈪
個人事業者の消費税と地方消費税 １月6日㈪～3月31日㈪
受付時間　午前8時30分～午後4時（提出は午後5時まで）　相談時間　午前9時～午後5時

【休日の申告・受付】
　3月2日㈰に限り、「立川税務署（立川市緑町4-2）」で申告書の作成・提出ができます。
※電話による相談、国税の領収と納税証明書の発行は行っていません。
※ご来場の際は公共交通機関を利用してください。

作成済み確定申告書について
①切手を貼って東京国税局業務センター武蔵府中分室（青梅税務署）宛へ郵送などで提出（申告）してください。
② 役場の申告会場内に提出用ポストを設置します。利用する場合は、住所・氏名を記入した封筒に確定申告書を入れ
て封をして投函してください。
※申告書などの控えに収受日付印の押なつを行っていません。ご注意ください。
※ 前回（令和5年分）の確定申告書を町内の申告相談会場などで提出された方は、令和6年分の確定申告書などの用紙は
送付されません。

【税理士による無料申告相談】
所得税および復興特別所得税の確定申告書を作成します。

また、希望者にはスマートフォンを使った申告書作成指導も行
います。
⑴日　程　1月30日㈭～31日㈮
⑵会　場　役場庁舎1階 ホール
⑶対象者　
 　年金受給者、給与所得者、小規模納税者（事業所得、不
動産所得または雑所得を有する方のうち、令和6年分の

所得金額が300万円以下の方）。なお、土地や建物、株式
などの譲渡所得の相談は対象外です。
⑷申込み
　オンラインによる事前申込みが必要です。
　１月10日㈮から申込みが可能です。詳細は、事前申込サイ
トをご覧ください。

【町・都民税の申告受付】
※所得税および復興特別所得税の確定申告も受け付けます。確定申告作成相談は完全予約制（原則当日受付不可）です。
※詳しくは「広報みずほ」２月号でお知らせします。

日　程 場　所 時　間
２月４日㈫ 元狭山コミュニティセンター 午前9時～11時30分、午後1時～4時30分

※ 確定申告書の相談作成は一日56人までです。
※町・都民税の申告は、郵送での申告をお願いします。
※3月17日㈪の相談作成受付は午前9時～11時30分です。
問合せ　税務課　 557―7519

２月７日㈮ 長岡コミュニティセンター
２月13日㈭ 武蔵野コミュニティセンター
２月17日㈪
～３月17日㈪

役場庁舎1階 ホール
※ 土・日曜日、祝日を除く。

※ 2月3日㈪から3月17日㈪までは、身体障がい者用車両を
除き、青梅税務署の駐車場は利用できません。河辺駅北
口のイオンスタイル河辺の駐車場（5～7階）か公共交通
機関を利用してください。

※ 申告書作成会場は大変混雑します。時間に余裕を持ってお
越しください。なお、混雑状況により、早めに受付を締め
切る場合があります。

【医療費控除の手続】
　確定申告の医療費控除は、領収書での提出ができませ
ん。このため「医療費控除の明細書（※）」の添付が必要で
す。なお、医療費の領収書は自宅で5年間保存する必要
があります。
（※）「医療費控除の明細書」について
　　 明細書の様式は、青梅税務署、税務課、各コミュニティ
センターにあります。なお、国税庁ホームページか
らもダウンロードできます。

【確定申告はインターネットで】
　所得税などの申告はe-Tax（国税電子申告・納税システ
ム）をご利用ください。

　マイナンバーカードの取得または税務署で本人確認を
行った後に発行される「IDとパスワード」を受け取れば、
自宅のパソコン、スマートフォンやタブレット
端末で電子申告ができます。なお、国税庁ホー
ムページの「確定申告書等作成コーナー」で、確
定申告書を作成し、印刷して書面で提出するこ
とができます。

【社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入について】
　所得税などの申告書には、平成29年分の確定申告から
提出の都度、マイナンバー（個人番号）の記載と本人確認
書類の提示または写しの添付が必要です。

青梅税務署からのお知らせ

お願い
　町内の申告会場では、限られた申告期間内に高齢の方や障がいのある方など税務署へ行けない方を優先して受
付をします。可能な限り青梅税務署やインターネットをご利用ください。

確定申告はスマホで自宅から 問合せ　青梅税務署　 0428（22）3185
（自動音声案内に従って、ご用件の番号をご選択ください）

税理士による無料相談事前申込サイト

国税庁ホームページ
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※費用の記載のないものは全て無料です。

みずほ伝言板

消防団出初式
日　時　1月12日㈰ 午後1時30分～
場　所　町営第2グランド（雨天の場合は町民会館）
※ 当日午前9時にサイレンを鳴らします。火災と間違
えないようにお願いします。

迂回にご協力ください
　令和4年度から瑞穂町公共下水道事業長岡1号幹線布
設工事を実施しています。工事に伴い、下記期間中は
図のとおり迂回ルートの通行にご協力お願いします。
迂回ルート通行期間　1月21日㈫から4月頃まで
問合せ　下水道課　 557―7681

文化財防火デーに伴う消防演習
～1月26日は文化財防火デーです～
【消防演習】
日　時　1月26日㈰ 午後1時30分～
場　所　狭山神社
　文化財防火デーに伴い、神社仏閣の火災に対する消
防活動技術を磨き、文化財などに対する防火意識を高
めるために行われます。
問合せ　安全・安心課　 557―7610

みずほ小・中学生議会にお越しください
　小・中学生が考える未来の町の姿を“そうぞう”する
ための提案や質問に、町長・教育長や職員が答えます。
日　時　1月26日㈰
　　　　午前10時開会（午前9時40分開場）
場　所　町議会議場（役場庁舎4階）
※ 傍聴は先着順で受け付けます。
※ 感染症対策のため、状況により受付を制限する場合
があります。

1月10日は「110番の日」です 事件、事故は110番！悩み事・心配事・相談事は「♯9110」へ！
問合せ　福生警察署　 551―0110　安全・安心課　 557―7610

問合せ　安全・安心課　 557―7610

特設サイト

瑞穂第二中
長岡コミュニティセンター

迂回ルート位置

工事作業区間

至高麗川

至八王子

青梅街道

新
青
梅
街
道

西平交差点

国
道
16号

J
R
八
高
線

長岡中通り

岩
蔵
街
道

自動運転バスに乗車しよう
　箱根ケ崎駅周辺ルートを自動運転バスが走ります。
乗車は無料で事前予約制です。詳細は「広報みずほ」２
月号でお知らせします。
運行日　2月18日㈫～23日㈷
【運行ルート】

問合せ　交通政策モノレール推進課
　　　　 557―7579

ふれあいセンター

瑞穂町役場

瑞穂第一小学校

箱根ケ崎駅東口

町営グランド

箱根ヶ崎

旧日光街道

瑞穂町役場南箱根ヶ崎駅
東口

瑞穂町役場
入口

自動運転特設ページ

箱
根
ケ
崎
駅

ルート図

停留所
運行ルート

問合せ　企画政策課　 557―7468
昨年のみずほ小・中学生議会の様子

　　　　　　広報みずほ　令和７年１月号　　6

武蔵野コミセン主催事業
静
せい

坐
ざ

のすすめ

※費用の記載のないものは全て無料です。

みずほ伝言板

　静坐は、こころを静め、平安な気持ちを自然に持て
るようになる有効な方法のひとつです。新年を穏やか
な気持ちで始めてみませんか。
日　時　1月30日㈭ 午前10時～11時
　　　　（お話30分、体験30分）
場　所　 武蔵野コミュニティセンター 第2学習室、和室
対　象　町内在住・在勤・在学の方
定　員　10人
服　装　動きやすい服装
持ち物　汗拭きタオル、飲料水
講　師　神山 安夫さん（岡田式静坐法実践者）

「広報みずほ」12月号2ページに掲載した<年末年始の業務案内>において、体育施設の休日期間に誤りがありました。
お詫びして訂正します。　正　12月28日㈯～1月4日㈯　誤　12月28日㈯～1月5日㈰

包括連携協定事業・元狭山コミセン主催事業
高齢者のための交通安全教室
　このセミナーでは、高齢者が安全に運転を続けられ
るようなお役立ち情報、高齢者ドライバーの心配事、
運転免許更新について、わかりやすく案内します。
　高齢者の運転に関してどんなことに気を付ければ安
全に長く運転できるのか？を解説します。
　また、簡単な体操やシミュレーターを使い、実際に
体を動かしながら、軽度認知障害や認知症に関する情
報提供なども行います。
日　時　1月27日㈪ 午前10時～正午
場　所　元狭山コミュニティセンター ホールＡ・Ｂ
対　象　町内在住・在勤・在学の方
定　員　50人
持ち物　筆記用具
講　師　 片山 誠也さん（あいおいニッセイ同和損害保

険株式会社）、NPO法人高齢者安全運転支援
研究会、日本交通安全教育普及協会

申込み　 1月6日㈪午前9時から、電話（ 568―0333）
または直接、元狭山コミュニティセンターへ

シミュレーター体験の様子

健康吟詠教室「瑞穂讃歌を詠う」
　吟詠は詩吟とも呼ばれ、
様々な詩に節をつけて歌
う邦楽のひとつです。瑞
穂生まれの漢詩「瑞穂讃
歌」を教材に、腹式呼吸で
「明るく・楽しく・元気よ
く」吟詠の世界を体験してみませんか。
日　時　2月7日㈮・14日㈮・21日㈮（全3回）
　　　　どの回も午後1時30分～3時
場　所　武蔵野コミュニティセンター 学習室
対　象　町内在住・在勤・在学の方（初心者対象）
定　員　15人
持ち物　筆記用具
講　師　猪俣 玉峰（正興）さん（玉峰流玉峰吟詠会 会長）
　　　　梅原 玉晢（哲）さん（玉峰流玉峰吟詠会 師範）

申込み　 1月6日㈪午前9時から、電話（ 570―0555）
または直接、武蔵野コミュニティセンターへ

1月号表紙募集企画の応募作を紹介します

1
2025

No.756

謹賀新年

1
2025

No.756

謹賀新年

1
2025

No.756

謹賀新年

1
2025

No.756

謹賀新年

1
2025

No.756

謹賀新年
まっすん さん 小金澤 ますみ さん 瑞穂少年野球連盟 さん Zakky さん 耕心館ボランティア さん

　応募のあった5点について、町職員による投票を行い、得票数の最も多かった作品を今月の表紙としました。
応募いただいた皆さん、ありがとうございました。各応募作の詳細については、町ホームページをご覧ください。

巳（へび）
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みずほ伝言板

明るい選挙実現のため寄附禁止のルールを守りましょう
　政治家が選挙区内の人にお金や物を贈ることは法律で禁止されています。
　また、有権者が政治家に対し寄附を求めることも禁止されています。
贈らない、求めない、受け取らない
　政治家の寄附は禁止！有権者が求めることも禁止！
▶お祭りへの寄附・差入れ　▶ 町内会の催物や旅行会などへの寸志・飲食物の差入れ
▶ 秘書や家族などが代理で出席する場合の結婚祝いや香典
▶葬式の花輪・供花　▶入学祝い・卒業祝い　▶お中元・お歳暮
▶ 落成式・開店祝いの花輪やお祝いなど　▶病気見舞い
※政治家とは、現に公職にある人に加え、候補者や候補者になろうとしている人も含みます。
問合せ　瑞穂町選挙管理委員会　 557―0614

選挙啓発ポスターコンクール入選
　町内の児童・生徒から明るい選挙啓発ポスターコ
ンクールに275点の作品が寄せられ、小学生30人、
高校生19人が町入選となりました。また、町入選作
品の中から、都の審査会において1点が優秀賞とな
りました（敬称略、順不同）。

東京都審査会　優秀賞　栗原 彩羽（三小）東京都審査会　優秀賞　栗原 彩羽（三小）

【町入選】

【東京都優秀賞】

問合せ　瑞穂町選挙管理委員会　 557―0614

▼小学生の部
学校名 学年 氏名
一小 ５年 村山 もも
一小 ５年 西川 洸也
一小 ５年 川本 鈴夏
一小 ５年 吉岡 花菜
一小 ５年 阪本 梨音
一小 ５年 岡村 琢磨
二小 ６年 久保田 莉奈
二小 ６年 井上 紫織
二小 ６年 荒田 倖奈
二小 ６年 野平 紅
二小 ６年 板倉 己徳
三小 ６年 三木 愛來
三小 ６年 清水 柊亜
三小 ６年 平尾 叶芽
三小 ６年 澤登 比菜乃
三小 ６年  栗原 彩羽
三小 ６年 鶴田 龍来
四小 ６年 髙橋 燈
四小 ６年 末岡 優空
四小 ６年 金光 琴音
四小 ６年 篠崎 恵子
四小 ６年 伊東 渚
四小 ６年 程 羽希
四小 ６年 髙橋 葵心
四小 ６年 平賀 幸乃
五小 ６年 荒田 明莉
五小 ６年 小林 埜々花
五小 ６年 市川 小百合
五小 ６年 大野 莉瑚
五小 ６年 比留間 美蘭愛

▼高校生の部
学校名 学年 氏名

瑞穂農芸高校 ３年 大野 蕗音
瑞穂農芸高校 ３年 小野 真凛
瑞穂農芸高校 ３年 西原 基
瑞穂農芸高校 ３年 吉永 愛望
瑞穂農芸高校 ３年 米田 ひより
瑞穂農芸高校 ３年 井上 智哉
瑞穂農芸高校 ３年 鈴木 ほのか
瑞穂農芸高校 ３年 大野 琳音
瑞穂農芸高校 ３年 熊澤 菜摘
瑞穂農芸高校 ３年 関 楓
瑞穂農芸高校 ３年 髙島 紗和
瑞穂農芸高校 ３年 殿脇 未空
瑞穂農芸高校 ３年 長澤 花樹
瑞穂農芸高校 ３年 保坂 杏
瑞穂農芸高校 ３年 箕輪 ここね
瑞穂農芸高校 ３年 茂上 楓華
瑞穂農芸高校 ３年 片野 優妃
瑞穂農芸高校 ３年 木原 沙蘭
瑞穂農芸高校 ３年 成田 楓

【町入選】
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みずほ伝言板

東京都知事感謝状受賞
　11月19日に、都知事か
ら髙木正彦さんへ感謝状が
贈呈されました。これは、
多年にわたり各種統計調査
の調査員として、正確かつ
円滑に調査を実施した功績
が認められたものです。

髙木 正彦さん
（箱根ケ崎西松原在住）問合せ　総務課

　　　　 557―0531

第40回青少年の主張 意見発表会入賞者
　12月7日にスカイホールで意見発表会が行われ、次
の方々が受賞しました。応募総数767点の中から18人
が優秀賞に入選しました。そのうち、各部門の優秀賞
17人が意見発表を行いました（関連18ページ・裏表紙）。
　審査の結果、各部門の最優秀賞は、次の3人が受賞
しました（敬称略、順不同）。

令和７年度
会計年度任用職員（パート）登録者 募集

応募方法　
　1月10日㈮までに指定の申込書にご記入の上、総務
課へ提出してください。
※ 申込書と各職種の業務内容、時間給、勤務日・時間、
福利厚生など詳しくは、総務課と各コミュニティセ
ンターで配布するほか、町ホームページからもダウ
ンロードできます。
※ 欠員などが生じた場合は、登録者の中から面接など
により選考します。
登録期間　4月1日～令和8年3月31日
問 合 せ　総務課　 557―7492

募集職種
一般事務員
宿日直員
環境監視員
消費生活相談員
保育料等収納推進員
児童館事務員
児童館指導員
子ども家庭支援センター相談員
管理栄養士
歯科衛生士
心理相談員
保健師
助産師
看護師
母子保健コーディネーター
母子保健事務補助員
認知症支援コーディネーター
介護認定調査員
公園・緑地管理作業員
給食作業員
教育支援補助員
特別支援学級介助員
図書館事務員
郷土資料館事務員

【小学生の部】
板倉 己徳（二小6年） 伊藤 玲奈（一小6年）
唐鎌 心　（五小6年） 栗原 凜　（三小6年）
中嶋 麻陽（三小6年） 馬場 礼心（二小6年）
森田 裕也（四小6年）
【中学生の部】
阿髙 優　（瑞中1年） 井垣 百枝（瑞中3年）
小野 絢菜（瑞中3年） 鈴木 優良（瑞中3年）
【高校・一般の部】
池田 芽音（四小教諭） 大野 蕗音（瑞穂農芸高校3年）
小澤 恋　（瑞穂農芸高校3年）横田 奈帆（瑞中教諭）

問合せ　社会教育課　 557―6695

町ホームページ

各部門の優秀賞（五十音順）　

【小学生の部】
「私たちの未来のために」
山本 輝依（五小6年）

各部門の最優秀賞

【中学生の部】
「夢を持つということ」
露木 茅乃（二中2年）

【高校・一般の部】
「体育から共生社会を」
松本 千明（一小教諭）

9　　広報みずほ　令和７年１月号



瑞穂町子ども・子育て会議委員を募集
　町では、第2期子ども・子育て支援事業計画を進め
ています。
　また、現在、令和7年度から令和11年度までを計
画期間とする子ども・子育て支援事業計画などの各
種計画を含めた「瑞穂町子ども計画」の策定を進めて
います。皆さんの声を反映させながら、各施策を実
施していくため、委員を募集します。
任　　期　令和7年4月1日から2年間
会　　議　年3回程度
報　　酬　会議出席に応じて報酬をお支払いします。
募集人数　2人
応募資格　次のすべてに該当する方
▶ 町に住所を有する18歳以上の方で、町の審議会な
どの委員に現在委嘱されていない方
▶ 平日夜間に開催される会議に出席できる方

応募方法
　応募用紙とレポート「あなたが考える“こどもまん
なか社会”の実現に大切なこと」（400字程度）を直接
持参または郵送で子育て応援課へ。
※ 用紙は町ホームページから印刷するか、子育て応
援課で配布します。なお、応募書類は返却しません。
応募期間 1月6日㈪～2月7日㈮　（郵送必着）
　　　　　午前8時30分～午後5時
　　　　　（土・日曜日、祝日を除く）
応 募 先
　〒190-1292 瑞穂町大字箱根ケ崎2335
　瑞穂町 福祉部 子育て応援課 子育て支援係

557―7624

瑞穂町立地適正化計画（素案）
　町では、将来の人口減少や少子・高齢社会において
も持続可能な都市経営を可能とするため、令和5年度
から瑞穂町立地適正化計画の策定作業を進めてきま
した。現在、瑞穂町立地適正化計画の素案に対する
意見募集を行っています。
募集期間　1月16日㈭まで　（郵送必着）
閲覧場所
▶役場庁舎1階 情報公開コーナー　
▶各コミュニティセンター　▶町ホームページ

提出方法
　住所、氏名（団体・企業の場合は、その名
称、代表者の氏名）、電話番号を明記の上、
直接持参、郵送、ファクス、メールのどれ
かで都市計画課へ。様式自由
提 出 先
　〒190-1292 瑞穂町大字箱根ケ崎2335
　瑞穂町 都市整備部 都市計画課 計画・住宅係

556―3401 toshikei@town.mizuho.tokyo.jp
問 合 せ　都市計画課　 557―0599

皆さんからのご意見をお寄せください

瑞穂町令和モデルプラン（素案）～すべての人
が希望に応じて活躍できる地域社会のための
計画～
　町では、第6次瑞穂町男女共同参画社会推進行動計
画の名称を改め、第7次計画として、新たな計画を策
定します。計画期間は、令和7年度から5年間です。
募集期間　1月6日㈪～20日㈪　（郵送必着）
閲覧場所
▶役場庁舎１階 情報公開コーナー　
▶各コミュニティセンター　▶町ホームページ

提出方法　
　住所、氏名（団体・企業の場合は、その名
称、担当者の氏名）、電話番号を明記の上、
直接持参、郵送、ファクス、メールのどれ
かで協働推進課へ。様式自由
提 出 先　
　〒190-1292 瑞穂町大字箱根ケ崎2335　
　瑞穂町 協働推進部 協働推進課 地域協働係

556―3401 kyoudou@town.mizuho.tokyo.jp
問 合 せ　協働推進課　 557―7608

瑞穂町子ども計画（素案）
　町では、「こどもまんなか社会」の実現を目指した「瑞
穂町子ども計画」の策定を進めています。計画期間は
令和7年度から5年間です。
募集期間　1月17日㈮～31日㈮　（郵送必着）
閲覧場所
▶役場庁舎1階 情報公開コーナー　▶あすなろ児童館　
▶子ども家庭支援センターひばり　▶保健センター
▶各コミュニティセンター　▶町ホームページ

提出方法
　住所、氏名（団体・企業の場合は、その名
称、担当者の氏名）、電話番号を明記の上、
直接持参、郵送、ファクス、メールのどれ
かで子育て応援課へ。様式自由
提 出 先
　〒190-1292 瑞穂町大字箱根ケ崎2335　
　瑞穂町 福祉部 子育て応援課 子育て支援係

556―3401 kosodate@town.mizuho.tokyo.jp
問 合 せ　子育て応援課　 557―7624

※いただいた意見に対する個別の回答は行いません。※電話・窓口での口頭による意見提出はできません。
※詳しくは、町ホームページをご覧ください。

みずほ伝言板
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このマークが目印です。

地震などの災害時に何より役立つのは、くみ置きした水道水です。
日頃から水道水のくみ置きをお願いします。

ふたのできる容器に口元まで

1人1日3リットル

常温で3日間、冷蔵庫では10日間

災害時の断水に備えましょう！

青梅ＩＣ

東
福
生

箱
根
ヶ
崎

石畑給水所

場所 石畑給水所（石畑2301）

いつ起こるか分からない災害時の断水に備えて、皆さんが日頃から
できることはどんなものがあるか、確認をお願いします。

災害時給水ステーション

ご家庭での備え

石畑給水所写真の向き

問合せ　東京都水道局 あきる野給水事務所 　  532―0535
　　　　安全・安心課 　　557―7610

　町では、災害などにより断水した時に、「災害時
給水ステーション」で皆さんに水をお配りします。
災害時給水ステーションにお越しの際は、水を入れ
る清潔な容器（給水袋、ポリタンク）などをお持ち
ください。

災害時給水ステーションの目印

災害時給水ステーションは災害時に
水がもらえる場所です

場所をアプリで確認できます

　無料スマートフォン
アプリ「ロケスマ」を
利用して、お近くの災
害時給水ステーション
を簡単に確認すること
ができます。

　清潔でふたのできる容器に、できるだけ空気に触れないよう、
口元まで一杯に水道水を入れてください。

　人間に必要な水の量は1人1日3リットルです。この量を目安に、
最低3日分のくみ置きをしてください。

　塩素の消毒効果は、直射日光を避けて常温で保存すれば3日程度、
冷蔵庫で保存すれば10日程度持続します。日付をメモしておくと便利です。

※アプリのダウンロードは二次元コードをご利用ください。

みずほ伝言板

11　　広報みずほ　令和７年１月号



20
歳
を
迎
え
る
手
帳（
身
体・知
的
）

を
お
持
ち
の
方（
ご
家
族
）へ

20
歳
到
達
時
に
切
り
替
わ
る
手
当
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
手
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

対

象

身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳
を

お
持
ち
の
方

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

福
祉
課

５
５
７
―
０
５
７
４

高
齢
者
の
み
の
世
帯・障
が
い
者
世
帯
の
方
へ

下
水
道
使
用
料
助
成
事
業

下
水
道
使
用
料
の
基
本
料
金
相
当
額
を
助

成
し
ま
す
。
助
成
金
は
年
に
２
回（
９
月
と

３
月
）に
指
定
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

対

象

世
帯
全
員
の
住
民
税
が
非
課
税
で
、

次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

▼
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

▼
東
京
都
愛
の
手
帳
１
度
ま
た
は
２
度
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

持
ち
物

▼
障
害
者
手
帳
な
ど

（
障
が
い
者
世
帯
の
方
の
み
）

▼
直
近
の
水
道
・
下
水
道
料
金
の
領
収
書
ま

た
は
「
ご
使
用
料
な
ど
、
口
座
振
込
済
の

お
知
ら
せ
」

▼
助
成
金
の
振
込
先
が
分
か
る
も
の（
預
金

通
帳
な
ど
）

問
合
せ

▼
高
齢
者
世
帯
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
課  

５
５
７
―
７
６
２
３

▼
障
が
い
者
世
帯
に
つ
い
て

福
祉
課

５
５
７
―
０
５
７
４

認
知
症
検
診

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
は
お
済
み
で
す
か
？

認
知
症
は
物
忘
れ
や「
あ
れ
？
」と
い
う
違

和
感
に
気
づ
き
、
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
で

早
め
の
対
応
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

10
月
下
旬
に
75
歳
以
上
（
令
和
6
年
4
月

1
日
現
在
）
の
方
に
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒

で
認
知
症
検
診
案
内
な
ど
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
「
自
分
で
で
き
る
認
知
症
の
気
づ
き

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
で
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
P
C
で
も
実
施
で
き
ま
す
。

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
が
20
点
以
上
と

な
り
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
認
知
症
検
診
を

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
施
設
に
入
所

さ
れ
て
い
る
方
、
認
知
症
の
診
断
を
受
け
て

い
る
方
は
除
き
ま
す
）。

検
査
の
日
程（
予
約
制
）

▼
１
月
16
日
㈭
午
後

元
狭
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
２
月
４
日
㈫
午
後

武
蔵
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

申
込
み

高
齢
者
福
祉
課（

５
５
７
―
７

６
７
４
）へ

認
知
症
予
防
講
座

料
理
は
脳
を
活
性
化
し
、
認
知
症
予
防
に

効
果
的
で
す
。
認
知
症
や
予
防
の
方
法
に
つ

い
て
学
び
、
脳
を
刺
激
す
る
習
慣
を
身
に
つ

け
ま
せ
ん
か
。
講
座
の
中
で
一
緒
に
ア
イ
デ

ア
料
理
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

※
実
際
に
調
理
は
行
い
ま
せ
ん
。

日

時

２
月
28
日
㈮

　
　
　
　
午
後
２
時
か
ら
３
時
30
分

場

所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対

象

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定

員

30
人（
先
着
順
）

講

師

N
P
O
認
知
症
予
防
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
職
員

申
込
み

高
齢
者
福
祉
課（

５
５
７
―
７

６
７
４
）へ

転
倒
予
防
教
室

寝
た
き
り
や
介
護
の
要
因
の
ひ
と
つ
と
し

て
「
転
倒
・
骨
折
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
教
室
で
は
、
転
倒
予
防
と
し
て
す
ぐ

に
実
践
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
運
動
を

中
心
に
行
い
ま
す
。

日

時

１
月
24
日
・
31
日
、
２
月
７
日
・

14
日
（
金
曜
日

全
４
回
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場

所

元
狭
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対

象

転
倒
予
防
に
興
味
の
あ
る
お
お
む

ね
60
歳
以
上
の
方

定

員

20
人
（
申
込
順
）

持
ち
物

筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
み

高
齢
者
福
祉
課（

５
５
７
―
７

６
７
４
）へ

社
会
福
祉
協
議
会

 
 

５
５
７
―
０
１
５
９

福
祉
の
し
ご
と
相
談
・
面
接
会

町
内
の
福
祉
施
設
・
事
業
所
（
高
齢
、
障

が
い
、
児
童
）
が
一
堂
に
集
ま
り
、
仕
事
の

相
談
・
面
接
会
を
行
い
ま
す
。
フ
ル
タ
イ

ム
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
な
ど
雇
用
形
態
も
様
々

で
、
直
接
求
人
の
詳
細
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
申
込
不
要
、
入
退
場
自
由
、
相

談
の
み
で
も
可
能
で
す
。

日

時

１
月
30
日
㈭
午
後
２
時
〜
４
時

※
受
付
：
午
後
１
時
45
分
〜
３
時
30
分

場

所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

とうきょう認知症ナビ
（東京都福祉局）

社会福祉協議会
ホームページ
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減
災
防
災
意
識
改
革
講
座

〜
被
災
地
の
現
実
を
知
り
、
自
分
を
救
う
〜

自
分
が
被
災
し
た
場
合
の
疑
似
体
験
や
、

災
害
時
に
使
用
す
る
非
常
用
ト
イ
レ
と
非
常

用
浄
水
器
の
使
用
体
験
が
で
き
る
講
座
で

す
。
こ
れ
を
機
に
災
害
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

１
月
13
日
㈷

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

場

所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

定

員

30
人

講

師

八
櫛
徳
二
郎
さ
ん

　
　
　
　（
減
災
防
災
ク
リ
エ
イ
タ
ー
）

申
込
み

二
次
元
コ
ー
ド
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
み
ず
ほ（

５
５
７
―

３
０
３
６
）へ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 
 

５
５
７
―
４
５
６
６

入
会
説
明
会

仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
参

加
は
、
健
康
の
維
持
・
増
進
に
つ
な
が
り
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

１
月
16
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

場

所

役
場
庁
舎
１
階
ホ
ー
ル

申
込
み

電
話
ま
た
は
直
接
セ
ン
タ
ー
へ

※
令
和
６
年
度
は
入
会
初
年
度
に
限
り
、
会
費

無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

住
民
提
案
型
協
働
事
業

ほ
っ
と
・
カ
フ
ェ
の

「
わ
く
わ
く
し
ゃ
べ
り
ば
」

小
さ
い
お
子
さ
ん
向
け
の
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
行
い
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
の
あ
と
は
、
友
達
づ
く
り
や
、

情
報
交
換
の
た
め
の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

日

時

１
月
20
日
㈪
、
２
月
17
日
㈪
、

　
　
　
　
３
月
17
日
㈪

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜（
１
時
間
程
度
）

※
１
月
20
日
㈪
は
、
お
茶
を
た
て
、
お
茶
菓

子
と
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
ま
す
（
無

く
な
り
次
第
終
了
）。

場

所
長
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
和
室

共

催

生
涯
学
習
推
進
団
体
「
ほ
っ
と
・

カ
フ
ェ
」

対

象

乳
幼
児
と
保
護
者

問
合
せ

社
会
教
育
課

　
　
　
　

５
５
７
―
６
６
９
５

【高齢者の「障害者控除」】
　65歳以上で身体障害者手帳などの交付を受けていな
い方であっても、一定の要件に該当する方には、障害
者控除対象者認定書を発行します。
　確定申告の際、障害者控除対象者認定書を添付する
ことにより、本人またはその扶養者が障害者控除また
は特別障害者控除を受けることができます。

対　象　要介護1以上（令和6年12月31日時点）で次の
どれかに当てはまる方

【おむつ代の医療費控除】
対　象　次の要件にすべて当てはまる方
▶40歳以上で要介護認定を受けている方
▶ 主治医意見書の内容から、寝たきり状況にあり、
尿失禁の発生の可能性があることが確認できる方

申請できる方　
　本人またはその親族の方
※ 申請者の身分証明書と本人の介護保険被保険者証
をお持ちください。
※ 対象者の個人情報についての電話での問合せは、
お受けできません。

問合せ　高齢者福祉課
　　　　 557―0594

要介護認定を受けている方へ
障害者控除や特別障害者控除、医療費控除の認定を受けられる場合があります

控除区分 要介護認定の結果による区分

障害者控除

認知症状態にあり、日常生活自立度判
定基準のⅡ a、Ⅱ bに該当
日常生活自立度（寝たきり度）判定基
準のＡに該当

特別障害者
控除

認知症状態にあり、日常生活自立度判
定基準のⅢ以上に該当
寝たきりの状態にあり、日常生活自立
度（寝たきり度）判定基準のＢ以上に
該当

　高齢者福祉課
557―0594

申込フォーム
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発達障がい者（児）支援講演会 「育てにくいと感じる子への具体的な関わり方」
　町内在住の幼稚園・保育園（年中）から小学校低学年
くらいのお子さんへの、具体的な関わり方について学
びます。会場での参加が難しい方はオンライン会議シ
ステムZoomで講義内容を視聴できます。
※後日、町YouTubeチャンネルで動画配信予定。
日　時　 1月29日㈬ 午前10時～正午
　　　　（受付：午前9時40分～）
場　所　ふれあいセンター 1階 マツ
対　象　 町内在住・在勤の方、関係機関職員（保育所、

幼稚園、支援学級教員ほか）

※ お子さんをお連れになる
方は、座って聞くことが
できる方に限ります。
定　員　 30人（申込順）
費　用　無料
講　師　 深澤 光洋さん（公認心理師、元特別支援学校教員）
申込み　 1月22日㈬までに、電話（ 557

―0574）または申込フォームで福
祉課へ

名称 内容 日程 時間 場所・問合せ

みんなの広場

「エプロンシアター」を見よう（要予約）　場所子ども家庭支
援センターひばり　申込み14日㈫～　先着10組 2月4日㈫

午前10時～11時

石畑保育園
557―2780

感触遊び「小麦粉粘土で遊ぼう」（要予約）　申込み28日㈫～ 
先着10組 2月25日㈫

親子保育所体験（要予約)　対象町在住の生後5か月～ 6歳
（未就学）とその保護者　費用500円（親子2人分の給食代）
申込み参加希望日の1週間前まで　各クラス先着2組 月～金曜日

随時

午前9時～正午

プレママ・プレパパ体験（要予約）　対象町在住の妊婦さん
とそのご主人または生後4か月までの赤ちゃんがいる親子
申込み参加希望日の1週間前まで　先着2組

午前10時～11時

園庭・2階テラス開放 毎週金曜日 午前11時～正午

むさしのひろば
節分（要予約）　申込み前日まで 2月3日㈪ 午前9時20分～ 11時 むさしの保育園

554―1284園庭開放／体験保育／子育て相談／園見学（要予約） 随時 午前10時～11時

ふれあいクラブ

人形劇（楽しい人形劇を見ましょう） 15日㈬ 午前10時～11時
東松原保育園
557―0140

保育士が赤ちゃんと関わっている様子を見学できます（要
予約）　対象出産前後の親または祖父母（生後4か月まで）
申込み参加希望日の1週間前まで

随時 午前10時～11時

ワイワイひろば 園庭開放（要予約） 毎週木曜日 午前10時～11時 狭山保育園
557―2876

ニコニコ広場 つくってあそぼう／おともだちとあそぼう／健康アドバイ
ス（要予約） 毎週水曜日 午前10時～11時 長岡保育園

556―0916

なかよしクラブ

園庭開放　園児と一緒に園庭遊びを楽しもう（要予約） 16日㈭
30日㈭ 午前10時～11時30分

みずほひじり保育園
556―2652作って遊ぼう「木のカメラ」作ったカメラで遊ぼう！（要予約） 21日㈫

午前10時～11時園児と一緒に豆まきしよう！（鬼のお面とマスのプレゼン
ト）（要予約） 2月3日㈪

とのがや広場 鬼のお面を制作しよう／看護師とお話しよう（要予約） 22日㈬ 午前10時～11時 とのがや保育園
557―7601

ぴよぴよ広場
園庭開放（要予約）　申込み1週間前まで 23日㈭

30日㈭ 午前10時～11時 ぴよぴよ保育園
556―3428節分行事に参加しよう（要予約）　申込み1週間前まで 2月3日㈪

きのみひろば
おもちつき（ランチ付き）（要予約）　費用親子で500円 15日㈬ 午前10時～11時30分 瑞穂のぞみこども園

557―0382ベビーマッサージ（要予約）　対象0・1歳 22日㈬ 午前10時～11時

みずほひろば たこ揚げしましょう（要予約）　対象1・2歳 14日㈫ 午前9時30分～10時30分 南平保育園
557―3875

ぴよりんくらぶ
季節の制作（要予約） 11日㈯ 午前10時～11時30分 如意輪幼稚園

557―4183園庭開放デー　※時間内自由参加 31日㈮ 午前10時～正午

対　象 入園前の乳幼児とその保護者 問合せ 子育て応援課 557―8658
最新の情報はお問い合わせください。※徒歩または自転車でお越しください。

申込フォーム
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石畑1837
557―7766

1月 January
あすなろ児童館の

楽しいイベント情報が
盛りだくさん！

二次元コード⇒HPへ

●乳幼児(未就学児)には保護者が同伴してください。
●申込みは電話または直接児童館へ。
●おひとりで複数人分の申込みはご遠慮ください。
●各会場の駐車場には限りがあります。徒歩または
　自転車でお越しくださるようご協力をお願いします。

休 館 日  毎週日曜日、1日㈷～3日㈮、13日㈷
開館時間 午前9時30分～午後5時

あすなろくん

1月のイベントカレンダー
●3歳以上の児童対象事業
４日㈯～31日㈮コンテスト「ほかほかランチ」
６日㈪スラックライン体験タイム
８日㈬お正月あそびをしよう（対象：小学生以上の児童）
15日㈬スラックライン体験タイム
29日㈬手芸教室「毛糸のポンポンでマスコットを作ろう」
　　　(対象：小学生以上の児童　定員：16人(申込順))
※手芸教室は、申込み(4日㈯から)が必要です。
●乳幼児と保護者対象事業(申込不要）

移動児童館
武蔵野ぴょんちゃん児童館
場所 武蔵野コミュニティセンター

元狭山チャチャチャ児童館
場所 元狭山コミュニティセンター

長岡ニコニコ児童館
場所 長岡コミュニティセンター

幼
児
事
業

対象　0歳の乳児と保護者 6日㈪ 対象　0歳の乳児と保護者  31日㈮ 対象　0歳の乳児と保護者 28日㈫
対象　1歳以上の幼児と保護者 7日㈫ 対象 1歳以上の幼児と保護者 16日㈭ 対象　1歳以上の幼児と保護者29日㈬
親子で楽しみながら、交流を深めましょう。詳細は町ホームページをご覧ください。　時間　午前10時30分～11時10分

就
学
児
向
け
事
業

手芸教室
「毛糸のポンポンでマスコットを
作ろう」
日　時 22日㈬ 午後3時30分～4時30分
　　　　（時間までに来てね）
対　象　小学生以上の児童
定　員　10人（先着順）

スポーツ教室
「スラックライン体験タイム」
日　時　20日㈪ 午後3時～4時30分
　　　　（受付は午後4時20分まで）
対　象　3歳以上の児童
持ち物　上履き、タオル、飲み物
※動きやすい服装で来てね。

おもちゃであそぼう
日　時　21日㈫ 午後3時～4時30分
　　　　（受付は午後4時20分まで）
対　象　3歳以上の児童
※申込みは必要ありません。

そ
の
他

事
業

期間限定！「冬休み移動児童館」　あすなろ児童館で人気がある遊具で遊べるよ。
期間　4日㈯～7日㈫　時間　午前10時～午後5時　対象　18歳未満の児童　※申込みは必要ありません。

幼児事業の参加お待ちしています
　月齢ごとにいろいろなクラスがあります。お子さんの
あそび場、保護者の方の交流の場としてご利用ください。

※最新の情報は、お問い合わせください。

特別企画 スラックライン教室
日　時　 18日㈯ 午後2時
　　　　～3時30分
場　所　五小 体育館
対　象　 3歳以上の児童
定　員　 30人（申込順）
講　師　Azcan(我妻 吉信さん）(元全日本チャンピオン)
持ち物　上履き、タオル、飲み物
　　　　※動きやすい服装でお越しください。
申込み　4日㈯～16日㈭
※申込日から3日間は、五小学区の方を優先します。

★仲良しフリータイム★
　各幼児事業終了後、午前11時30分まで「仲良しフ
リータイム」を実施しています。子育てで不安に思う
ことなど、お気軽にご相談ください。

▶おひさまひろば（2か月～8か月）
▶ごろ寝アート写真 15日㈬

▶あつまれ！ぴよぴよ（6か月～11か月）
▶ごろ寝アート写真

8日㈬
22日㈬

▶あつまれ！ヨチヨチ（1歳） 9日㈭
23日㈭

▶幼児と保護者のスラックライン体験タイム
▶ゴーゴー体操（1歳6か月以上）

14日㈫
21日㈫

▶親子であそぼう（1歳6か月以上） 20日㈪
27日㈪

▶わくわくデー（1歳6か月以上） 10日㈮
17日㈮

▶あすなろシアター（乳幼児と保護者） 30日㈭

【2月予告】子育て支援事業「食育」
　離乳食の作り方や、好き嫌いが多いなど、お悩みはあり
ませんか。簡単でおいしく作る方法などを学びましょう。
①初めての離乳食
日　程　 2月7日㈮
対　象　 0歳の乳児と保護者
②1歳児から始める食事を楽しむ工夫
日　程　 2月21日㈮
対　象　 1歳以上の幼児と保護者
（両イベント共通）
時　間　午前10時30分～11時30分（午前10時15分受付）
定　員　各15組（申込順）　場　所　あすなろ児童館 
講　師　矢高 由美子さん(管理栄養士）
申込み　①は1月6日㈪～2月5日㈬ 
　　　　②は1月29日㈬～2月19日㈬
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休館日

開館時間　午前 9時～午後 5時568―0051子ども家庭センター課
子ども家庭支援センターひばり

イベント情報は
町ＨＰで

1
月

毎週日曜日、1日㈷～3日㈮、13日㈷

★おはなし はじまるよ
日時 9日㈭ 午前10時30分～11時
内容　 絵本の読み聞かせ・紙芝居など

★親子ふれあい・あそび
日時 17日㈮ 午前10時30分～11時
内容　 手あそび・リズムあそびなど

※イベントは事前の予約が必要です。電話またはひばり窓口へお申し込みください。

　18歳未満の子どもと家庭に関する相談を随時お受けしています。お気軽にご相談ください。
保護者、児童本人のほか、親族、地域の方、妊婦の方からの相談もお受けしています。

子育て講座　子どものことばを育む
言葉が遅いとか、言葉がはっきりしないとか、子どもの言葉に関するちょっとした心配は、意外に多いもの
です。子どもの言葉の育ちや子どもとの接し方など、学んでみませんか。
日時 30日㈭ 午前10時～11時30分
対象 子育て中の保護者で「子どもの言葉」に関心がある方
定員 10人（申込順・託児あり6人まで）
講師 重森 知奈さん（帝京平成大学 助教：言語聴覚士）

　保護者の方が仕事・病気・入院・看護・冠婚葬祭・育児
不安・心身のリフレッシュなどの理由で一時的にお子
さんの養育ができないときに、次の施設でお預かり
します。
対　象　 町内在住の乳幼児（生後57日目から小学校

就学前まで）
利用料　▶11時間未満…3,000円
　　　　▶11時間以上…4,000円 
　　　　▶宿泊…4,000円

　ファミリー・サポート・センターは「子どもを預かっ
てほしい」、「保育園や習い事などの送迎を頼みたい」
など、子育てのお手伝いをしてほしい方（依頼会員）
と、お手伝いをしてくださる方（提供会員）からなる

施設名　東京恵明学園（青梅市友田町2-714-1）
※ 生活保護受給世帯、前年度分の市町村民税が非課
税の世帯は、申請により利用料から2,000円を減
額します。
※ 宿泊の場合のお迎えは、翌朝午前8時までにお願い
します。延長する場合は別途料金がかかります。

申込み　子ども家庭支援係　 568―0051

会員組織です。会員登録についてなど、詳しくはお
問い合わせください。
問合せ　ファミリー・サポート・センター　
　　　　 557―4138

乳幼児ショートステイをご利用ください

ファミリー・サポート・センターの会員になりませんか

まずは会員登録
ファミリー・サポート・センターで
会員の登録を行ってください

子育てのお手伝い

報酬支払い
1 時間当たり
700円～900円

依頼 依頼

子育てのお手伝いを
したい方は

提供会員に登録

子育てのお手伝いを
してほしい方は
依頼会員に登録

ファミリー・サポート・センター

子育てのお手伝いが必要になったとき
「保育園、学童保育の送迎をお願いしたい」
「塾の送迎をしてほしい」
「一時的に預かってほしい」など

まかせて！

お願い！

　　　　　　広報みずほ　令和７年１月号　　16

10/30～12/5

瑞穂の農地を巡る　
農ウオーク

秋の花植え

けやき館開館10周年記念式典

　石畑・武蔵地区約
4㎞を歩いて農地を
見学しました。人
参の収穫や園芸の見学、みかん狩りなどの体験をしま
した。参加者からは「たくさん収穫できました。楽し
かったので、また来年も参加したいです」との感想が
ありました。

　けやき館は、郷土に関する資料の収集や保管、展示
といった資料館の基本的な機能に加え、町の歴史や文
化、自然、観光など様々なことについて楽しく学ぶこ
とができる資料館として、平成26年11月16日に開館
しました。今年、開館10周年を迎え、関係者を招いて
記念式典が開催されました。

11/17

11/16 11/16

11/24 元狭山コミセンまつり長岡コミセン主催事業
初めてのモルック体験

　屋外では焼きそばやフランクフルトの販売、ゲーム
コーナーなどが行われ、ステージ発表や作品展示を行
った皆さんは、普段の活動の成果を思う存分発揮して
いました。訪れた方々も、とても楽しそうに発表や展
示を見て歩き、地域の交流の場として元狭山コミセン
まつりを満喫していました。

　各コミセン主催事業で初めてとなるモルック体験を
行いました。子どもから大人まで一緒に楽しく競い合
えるモルック。参加された方々は、楽しそうにモルッ
クを体験していました。

　表紙・フォトニュースに載っているあなたの写真を差し上げます。
　※借用した写真は除きます。　申込み　デジタル推進課 　 557―7497

一小 二小

四小三小 五小

　各小学校の児童が街の花壇にパン
ジーとビオラを植えました。この事
業は、都の「みどり東京・温暖化防止
プロジェクト市町村助成」を利用して
行っています。児童からは「楽しかっ
た。通る人の笑顔が見られると思う
とうれしい」という感想がありました。

17　　広報みずほ　令和７年１月号



食育に関する子育て講座

　子ども家庭センター課と生涯学習推進団体ほっと・カ
フェが共催で、子育て中の方に向けて開催しました。参
加者は、子育て中の疑問をスタッフに相談し、子ども
の食事のときの工夫点を学びました。その後、りんごと
さつまいものパイ、旬の野菜が入ったスープを、子ど
もと一緒に食べました。

11/25 11/23 みんなで「だんだん畑」の
計画を作ろう！

　役場庁舎で、改修後の多世代交流センター「MIZCUL
（ミズカル）」に整備される「だんだん畑」の年間計画を
考えるワークショップを行いました。
　町で採れる野菜について学びながら、高齢者から子
どもまで多世代で楽しみながら計画を作りました。

みずほ育ちのシクラメンをPR
JR箱根ケ崎駅

　シクラメン生産者と町が、みずほブランド認定品で
ある「みずほ育ちのシクラメン」をJR箱根ケ崎駅に展
示しました。生産量、栽培面積共に都内第1位を誇る町
のシクラメンを駅の利用者にPRしました。

11/28～12/19

青少年の主張意見発表会

　小学生、中学生、高校・一般の部の受賞者17人が、
身振り手振りを交えながら、今伝えたい自分の意見や
決意などを発表しました。発表が終わると、会場から
は大きな拍手が沸き起こり、素晴らしい意見発表会と
なりました(関連9ページ、裏表紙)。

12/7 12/1 林野火災消防演習

　野山北・六道山公園で、消防団による林野火災消防
演習が実施されました。遠距離送水訓練、チェーン
ソー取扱訓練など、林野火災を想定して実践的な訓
練が行われました。

12/14 人権メッセージ発表会

　人権尊重意識の向上を中心とした、子どもたちの心
の成長を目的とし、それとともに大人が子どもたちを
より深く理解する機会として、第21回「こどもからの
人権メッセージ発表会」が日の出町で開催されました。
　町を代表して、二小の保坂蘭さんが「差別をするこ
とで」について発表しました。
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税
年
金

国
保

お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

用
の
写
真
を
無
料
で
撮
影

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

平
日（
役
場
開
庁
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分（
午

前
11
時
30
分
〜
午
後
１
時
は
除
く
）

日
曜・祝
日

▼
１
月
26
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

▼
２
月
23
日
㈷
午
前
９
時
〜
正
午

▼
３
月
23
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

※
日
曜・
祝
日
は
通
常
の
窓
口
業
務

は
行
い
ま
せ
ん
。

場

所

住
民
課

問
合
せ

住
民
課

　
　
　
　

５
５
７
―
７
５
４
８

町
税
な
ど
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

納
期
を
過
ぎ
た
町・
都
民
税
、
固

定
資
産
税・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動

車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
、
至
急
納

め
て
く
だ
さ
い
。

※
毎
週
木
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
税

務
課
で
納
付
が
で
き
ま
す
。

※
納
付
の
際
は
、
釣
り
銭
の
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

※
便
利
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
や

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

税
務
課

　
　
　
　

５
５
７
―
７
５
２
９

建
物
の
新
築・増
築・取
り

壊
し
を
し
た
ら
ご
連
絡
を

固
定
資
産
税
の
適
正
な
課
税
を
す

る
た
め
に
、
建
物
を
新
築
や
増
築
し

た
り
、
取
り
壊
し
た
り
し
た
場
合
に

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
を
基

準
日
と
し
、
そ
の
と
き
の
建
物
の
状

況
に
よ
り
課
税
を
し
ま
す
。

課
税
対
象
と
な
る
建
物
は
、
土
地

に
定
着
し
て
建
て
ら
れ
、
屋
根
と
周

壁
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
様
な
も
の
が

あ
り
、
独
立
し
て
風
雨
を
し
の
ぐ
こ

と
が
で
き
、
外
界
か
ら
遮
断
さ
れ
た

一
定
の
空
間
が
あ
る
も
の
で
す
。

問
合
せ

税
務
課

　
　
　
　

５
５
７
―
７
５
２
８

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
を

町
内
で
事
務
所
、
工
場
、
店
舗
、

貸
家
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
法

人
ま
た
は
個
人
で
、事
業
用
資
産（
構

築
物
、
機
械
お
よ
び
装
置
、
工
具
、

備
品
な
ど
）を
所
有
し
て
い
る
方
に

申
告
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。
申
告
書

が
届
い
て
い
な
い
方
、
令
和
６
年
１

月
２
日
以
降
に
新
た
に
事
業
を
始
め

ら
れ
た
方
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
e
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ（
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
）を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
電
子
申
告
も

可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、

e
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限

１
月
31
日
㈮

問
合
せ

税
務
課

　
　
　
　
　

５
５
７
―
７
５
２
８

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

【
電
話
音
声
応
答
サ
ー
ビ
ス

５
５
７

－

６
１
５
４・６
１
５
５
】

災
害
情
報
な
ど
の
重
要
な
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る
防
災
行
政
無
線
に
つ

い
て
、
放
送
し
た
内
容（
定
時
チ
ャ

イ
ム
を
除
く
）を
、
電
話
で
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

【
防
災
行
政
無
線
放
送
内
容
の
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
】

防
災
行
政
無
線
で
流
れ
た
緊
急
を

要
す
る
放
送
内
容（
定
時
放
送
な
ど

を
除
く
）を
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

掲
載
場
所

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ→

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容（
緊

急
を
要
す
る
も
の
）

問
合
せ

安
全・安
心
課

　
　
　
　
　

５
５
７
―
７
６
１
０

◎町・都民税 ......................... 第４期
◎国民健康保険税 ................ 第７期
◎介護保険料 ....................... 第７期
◎後期高齢者医療保険料 ..... 第７期
　納期限は1月31日㈮です。
※ バーコードがついている納付書
は、コンビニエンスストアで納
付できます。

今月の納期

問合せ　税務課　 557―7529

ご寄附
寄附金　　13,256円
寄附者　　匿名

寄附物品　水槽　21個
　　　　　水槽用品　21個
寄附者　　匿名

寄附物品　樹木（ボケ） 約30株
寄附者　　野原 達郎 様

ココです！
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ご
み
排
出
時
に
は

カ
ラ
ス・猫
対
策
を

町
内
で
は
、
カ
ラ
ス
や
猫
に
よ
り
、

ご
み
袋（
特
に
生
ご
み
の
入
っ
た
燃

や
せ
る
ご
み
袋
）が
荒
ら
さ
れ
る
事

例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
排

出
時
に
は
次
の
対
策
が
有
効
で
す
。

▼
ふ
た
付
容
器
や
網
目
が
細
か
い
お

も
り
付
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
。

▼
塀
な
ど
に
ご
み
を
引
っ
か
け
、
地

面
に
置
か
な
い
。

▼
生
ご
み
は
、
水
切
り
を
し
て
、
外

か
ら
見
え
な
い
よ
う
袋
の
中
心
に

入
れ
た
り
、
新
聞
紙
な
ど
で
包
む
。

▼
ご
み
の
排
出
日
を
守
る
。

※
建
物
の
占
有
者
の
方（
集
合
住
宅

の
場
合
は
、
管
理
を
委
託
さ
れ
て

い
る
責
任
者
の
方
）は
、
ご
み
袋

を
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

環
境
課

　
　
　
　

５
５
７
―
７
７
０
６

や
め
よ
う
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

一
部
の
心
無
い
人
に
よ
る
、
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
が
一
向
に
減
り
ま
せ
ん
。

不
法
投
棄
は
捨
て
る
人
の
良
心
、
マ

ナ
ー
の
問
題
で
す
。

将
来
の
世
代
に
き
れ
い
な
環
境
を

残
し
て
い
く
上
で
も
、
ご
み
の
捨
て

方
へ
の
正
し
い
認
識
を
持
っ
て
、
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

環
境
課

　
　
　
　

5
5
7
―
0
5
4
4

猫
の
里
親
会

日

時（
雨
天
実
施
）

1
月
12
日
㈰
午
後
1
時
〜
3
時

カ
イ
ン
ズ
西
友
福
生
店

※
参
加
す
る
猫
の
数
が
少
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
状
況
に
よ

り
中
止
や
時
間
を
短
縮
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

環
境
課

　
　
　
　

5
5
7
―
0
5
4
4

地
球
温
暖
化
防
止
５
つ
の

取
組
〜
身
近
な
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
〜

①
室
内
の
暖
房
は
、
20
℃
を
目
安
に

調
節
し
、
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン

ド
を
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
暖
房
器
具
の

フ
ィ
ル
タ
ー
は
こ
ま
め
に
掃
除
し

ま
し
ょ
う
。

③
暖
房
便
座
や
温
水
洗
浄
便
座
の
洗

浄
水
の
設
定
温
度
は
控
え
め
に
し
、

暖
房
便
座
は
、
使
わ
な
い
時
は
フ

タ
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

④
電
化
製
品
な
ど
を
買
う
時
、
買
い

換
え
る
時
は
、
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の

製
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

⑤
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
、
必

要
な
分
だ
け
買
う
よ
う
に
し
、
各

家
庭
で
ご
み
の
減
量
と
資
源
化
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
第
２
次
瑞
穂
町
環
境

基
本
計
画

第
５
章

環
境
配
慮

行
動・
指
針（
58
〜
64
ペ
ー
ジ
）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

環
境
課

　
　
　
　

5
5
7
―
0
5
4
4

町ホームページ
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悪質商法かも！？勧誘されたら188番
　消費者被害は自分には関係ないと思っていません
か？最近では、ＳＮＳを悪用して近づき、親しくなっ
たと思い込ませて高額な商品やサービスの契約を迫る
手口が増えています。悪質商法などのトラブルは身近
に潜み、誰もが被害に遭う恐れがあります。
　被害に遭っても、恥ずかしがったり、自分に落ち度
があると感じたり、相談せずに諦めてしまう人も多い
ようです。
　困ったら、一人で悩まず、消費生活相談窓口や消費
者ホットライン（188番）にご相談ください。

【事例】若者を狙うこんな手口に注意
▶手口①
　ＳＮＳ広告を見て、安いと思い店舗に行ったところ、
美容関連のコースを「今日契約するなら割引」などの甘
い言葉で勧誘され、高額な契約をさせられる。
▶手口②
　マッチングアプリで知り合った相手から「簡単にもう
かる」とタブレット教材の購入を勧められる。友人を誘
えば紹介料も入ると言われ、消費者金融で借りて契約
するが、全くもうからず、借金だけが残る。
　不審に思ったり、トラブルにあったりした場合は、
消費生活相談窓口にご相談ください。

問合せ　消費生活相談窓口　 557―7633
　　　　（毎週火・金曜日　午前9時～午後4時）
　　　　　※正午から午後1時までを除きます。

若者が悪質商法の被害に遭っています暮らしの情報

ハクビシン

アライグマ

　町内で活動している団体・サークルの情報提供ができる場です。掲載内容について、詳しく
は直接お問い合わせください。

 会員募集 水泳教室
団体名　ワイワイシールＴクラブ
日　時　毎週火曜日　
　　　　午前11時～午後1時

場　所 S&Dスイミングプラザ羽村
対　象　18歳以上(初心者大歓迎)
持ち物 水着・ゴーグル・キャップ・タオル

費　用　 入会金1,000円
　　　　月会費3,500円
問合せ　山添 090（6485）7097

ア
ラ
イ
グ
マ・ハ
ク
ビ
シ
ン

は
捕
獲
し
な
い
で
！

町
で
は
都
の
防
除
計
画
に
基
づ
き

ア
ラ
イ
グ
マ・
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
駆
除

を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
が
都

道
府
県
知
事
の
許
可
を
得
ず
に
ア
ラ

イ
グ
マ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
野
生

動
物
を
捕
獲
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
見
か
け
て
も
市
販
の

ワ
ナ
な
ど
で
捕
獲
せ
ず
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
　
　
　

問
合
せ

環
境
課

　
　
　
　

5
5
7
―
0
5
4
4

エ
コ
パ
ー
ク
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト「
み
ず
ほ
青
空
市
」

出
店
者
募
集

2
月
16
日
㈰
開
催
分
の
出
店
者
を

募
集
し
ま
す
。

※
出
店
料
は
、
無
料
で
す
。

※
生
き
物・
飲
食
物
の
販
売
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
営
利
目
的
の
方

は
出
店
で
き
ま
せ
ん
。

※
販
売
物
そ
の
他
物
件
の
盗
難
、
紛

失
、
損
害
、
そ
の
他
会
場
お
よ
び

駐
車
場
内
で
発
生
し
た
事
故
な
ど

に
対
し
て
は
、
一
切
の
責
任
を
負

い
ま
せ
ん
。

申
込
み

1
月
6
日
㈪
受
付
開
始（
先
着
40
件
）

環
境
課（

５
５
７
―
５
３
６
４
）へ

将
来
の
農
業
の
あ
り
方
を
考
え
る

第
3
回
地
域
座
談
会
を

開
催（
全
3
回
予
定
）

地
域
の
皆
さ
ん
と
地
域
農
業
の
現

状
と
課
題
を
洗
い
出
し
、
課
題
解
決

に
向
け
た
意
見
交
換
や
営
農
意
向
の

確
認
を
行
い
、
目
標
地
図
の
素
案
を

作
成
し
ま
す
。

農
業
者
や
農
地
を
持
っ
て
い
る
方
、

地
域
の
関
係
者
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
元
狭
山
地
区（
駒
形
町
の
一
部（
国

道
16
号
東
側
）、
高
根
町
）】

日

時

１
月
22
日
㈬
午
後
６
時
〜

場

所

高
根
町
会
館

【
箱
根
ケ
崎
地
区
】

日

時

１
月
21
日
㈫
午
後
６
時
〜

場

所

役
場
庁
舎

　
　
　
　
１
階
ホ
ー
ル

問
合
せ

産
業
経
済
課

　
　
　
　

5
5
7
―
7
6
3
0

事
業
承
継
個
別
相
談
会
を
開
催

経
験
豊
富
な
専
門
家
が
幅
広
い
相

談
に
対
応
し
ま
す
。

開
催
日

1
月
24
日
㈮

　
　
　
　
　
２
月
28
日
㈮

相
談
時
間

①
午
後
1
時
30
分

②
午
後
3
時

※
各
日
2
枠（
先
着
順
）、
1
人
60
分

以
内

※
当
日
は
5
分
前
ま
で
に
産
業
経
済

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
　
　
所

役
場
庁
舎
2
階

　
　
　
　
　
会
議
室
2
―
4

相
談
員

東
京
都
多
摩
地
域
事
業

承
継・
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
専
門
相
談
員

申
込
み

▼
1
月
24
日
㈮
開
催
は
1
月
16
日
㈭

ま
で
に

▼
2
月
28
日
㈮
開
催
は
2
月
20
日
㈭

ま
で
に
産
業
経
済
課（

5
5
7

―
7
6
3
3
）へ

町ホームページ

町ホームページ

 パートナー　PARTNER －瑞穂町は、男女共同参画社会を推進します－

　物事には必ず歴史があります。犬や
猫の飼い方にも歴史があります。歴史
のないものはないのです。そして、歴
史を知ると、物事に対する見方や考え
方が変わりますので、男女共同参画の
視点でも見てみませんか。

日　時　2月22日㈯ 午前10時～
場　所　町民会館 ホール
定　員　100人（申込順）
講　師　 早川 明夫さん(文教大学地域連携センター講

師兼森上教育研究所講師)
申込み　 電話（ 557―7608）、メール（ kyoudou
　　　　 @town.mizuho.tokyo.jp）、二次元コードの

どれかで協働推進課へ

男女共同参画社会推進事業講演会
「名字や地名は、なぜ漢字２字が多いの？」

無料体験できますよ！

申込フォーム

21　　広報みずほ　令和７年１月号



瑞
穂
町
総
合
人
材
リ
ス
ト

瑞
穂
町
生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

瑞
穂
町
総
合
人
材
リ
ス
ト

町
に
は
、
様
々
な
分
野
で
知
識・

経
験
を
お
持
ち
の
方
が「
瑞
穂
町
総

合
人
材
リ
ス
ト
」に
登

録
し
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
利
用
で
き
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

瑞
穂
町
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前

講
座町

民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
て
、
生

涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の「
出
前
講
座
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
企
画
す
る
学

習
活
動
へ
、
登
録
さ
れ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
や
町
職
員
を
紹

介
し
ま
す
。

出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
表
の
中
か
ら

学
習
し
た
い
講
座
、
知
り
た
い
情
報

を
選
び
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
や
町
職
員
が
出
向

き
、
講
義
や
説
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。

人
材
リ
ス
ト
へ
の
登
録
、
出
前
講

座
の
講
師
の
登
録
も
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

社
会
教
育
課

　
　
　
　

５
５
７
―

　
　
　
　
６
６
９
５

教育委員会
からのお知らせ
https://www.town.mizuho.tokyo.

   jp/kyoikuiinkai/index.html

町
立
小・中
学
校

入
学
予
定
者
保
護
者
会

４
月
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
た

め
の
保
護
者
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳

細
は「
広
報
み
ず
ほ
」12
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

学
校
教
育
課

　
　
　
　

５
５
７
―
６
６
８
３

就
学
援
助
費
制
度
の
新
入
学
用

品
費
の
入
学
前
支
給
に
つ
い
て

就
学
に
関
し
て
学
用
品
な
ど
の
支

払
い
が
困
難
な
ご
家
庭
に
対
し
、
就

学
援
助
費
と
し
て
新
入
学
用
品
費
の

入
学
前
支
給
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

申
込
み

１
月
31
日
㈮
ま
で
に
学
校

教
育
課（

５
５
７
―
６

６
８
３
）へ

就
学
相
談
説
明
会

令
和
７
年
度
の
就
学
相
談
や
特
別

支
援
教
育
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

就
学
相
談
と
は
、
お
子
さ
ん
が
学

校
生
活
を
送
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な

支
援
や
教
育
環
境
が
必
要
な
の
か
を

就
学（
入
学
）ま
で
の
１
年
間
を
活
用

し
て
保
護
者
の
方
と
共
に
考
え
る
も

の
で
す
。

日

時

２
月
15
日
㈯
午
前
10
時

〜
正
午（
予
定
）

場

所

町
民
会
館
２
階
ホ
ー
ル

対

象

未
就
学
児
の
保
護
者
、
関

係
機
関
の
方

内

容

就
学
相
談
、
町
の
特
別
支

援
教
育
、
質
疑
応
答
、
個

別
相
談

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

問
合
せ

教
育
指
導
課

　
　
　
　

５
５
７
―

　
　
　
　
６
６
９
４

森
林
健け

ん

幸こ
う

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

日

時

１
月
11
日
㈯
午
前
８
時

（
雨
天
中
止
）

場

所

み
ず
ほ
エ
コ
パ
ー
ク
集
合

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

※
次
回
は
２
月
１
日
㈯
で
す
。

問
合
せ

社
会
教
育
課

　
　
　
　

５
５
７
―
７
０
７
１

健
康
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

日

時

１
月
14
日
㈫・28
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
〜

場

所
長
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対

象
町
内
在
住・在
勤・在
学
の
方

費

用

１
０
０
円（
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
使
用
料
を
含
む
）

問
合
せ

社
会
教
育
課

　
　
　
　

５
５
７
―
７
０
７
１

1月

日
館
休

日
館
休
全
完

毎週火曜日、
15日㈬
※スカイホール使用の受付は行っています。

1日㈷～4日㈯、
25日㈯
※施設使用や申請などの受付も
できませんのでご注意ください。

557―7070
スカイホール

施設使用申請
リハーサル室・会議室
2月分　1月5日㈰から
3月分　2月1日㈯から
大・小ホール使用
8月分　1月5日㈰から
9月分　2月1日㈯から

　町の子どもの読書活動の現状を踏まえ、子どもの読
書環境や関連する子ども読書事業などの整備・充実のた
めに「第四次瑞穂町子ども読書活動推進計画」の策定を
進めています。
募集期間　1月14日㈫～31日㈮　（郵送必着）　
※休館日を除く。
閲覧場所　▶町図書館　
　　　　　▶武蔵野・長岡コミュニティセンター図書室
　　　　　▶町ホームページ

提出方法
　住所、氏名 (団体・企業の場合は、その名称、代表者
の氏名)、電話番号を明記の上、直接持参、郵送、申込
フォームのどれかで図書館へ。様式自由
提 出 先　瑞穂町図書館　
〒190-1211 瑞穂町大字石畑1962
※ ご意見に対して個別に回答はしません。
　また、口頭による意見提出はできません。
問 合 せ　図書館　 557―5614

皆さんからのご意見をお寄せください
第四次瑞穂町子ども読書活動推進計画(素案)

町ホームページ

町ホームページ

町ホームページ 町ホームページ

申込フォーム
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駒形富士山 317－1　　568―1505 　 568―1506　　https://www.koshinkan.jp/

開館時間 午前10時～午後9時 詳
し
く
は

耕
心
館
Ｈ
Ｐ
へ

●喫茶ストーリア営業時間
　午前１０時３０分～午後９時（　　　  ）
●費用の記載のないものは全て無料です。

ラストオーダー
午後８時

1月1日㈷～3日㈮、
20日㈪

21日㈫臨時休館日

ＯＴＯＮＡバレンタイン
～フルート、クラリネット、ピアノのチョコットコンサート～

琉球舞踊と歌三線
～古典から民謡、ポップスまで沖縄を満喫！～

チケット
発売中！

◆申込み　 電話、ファクスまたは直接耕心館へ。スカ
イホールでも販売しています（平日のみ）。

◆曲目は変更になる場合があります。

日　時　 2月2日㈰
　　　　午後2時 開演
場　所　 耕心館2階 
　　　　多目的大広間
出演者　 琉 球芸能ユ

ニット「タクミ
とアヤカ」

　　　　細川 拓実
　　　　（歌・三線）、
　　　　仲里 綾香
　　　　（琉球舞踊）
内　容　 琉球古典音楽と舞踊、沖縄の民謡、手踊

り体験、 「涙そうそう」「島唄」 ほか
入場料　 2,000円（全席自由）

日　時　2月8日㈯  午後2時 開演
場　所　 耕心館2階 多目的大広間
出演者　 伊藤 倫子（フルート）、藤井 洋子（クラリ

ネット）、出羽 真理（ピアノ）
曲　目　 ロブレリオ/椿姫の主題による幻想協奏曲
　　　　ショスタコーヴィチ/5つの小品　
　　　　シューマン/3つのロマンスOp.94ほか
入場料　2,000円（全席自由）
◆ 未就学児の入場はご遠慮ください。

出羽 真理　　　　　伊藤 倫子　　　　　藤井 洋子

琉球芸能ユニット
「タクミとアヤカ」

チケット
発売中！

令和6年度 耕心館ジュニア･ピアノコンテスト 第2回予選会　観覧申込み
日　時　1月26日㈰
　　　　 ａ）の部　午前10時30分～
　　　　ｂ）・ｃ）の部　午後0時35分～
　　　　

場　所　耕心館2階 多目的大広間
入場料　無料
申込み　1月8日㈬～
※4歳未満のお子さんの入場はご遠慮ください。

新年は4日㈯から開館しますおはなしの会
場所 日程 時間

瑞穂町図書館 4日㈯、2月1日㈯ 午前11時

元狭山ふるさと思い出館図書室 4日㈯、18日㈯、
2月1日㈯

午後
3時30分

武蔵野コミュニティセンター図書室 15日㈬

長岡コミュニティセンター図書室 9日㈭、16日㈭、
23日㈭、30日㈭

殿ケ谷図書室 29日㈬

読書会
場所 日程 時間

長岡コミュニティセンター 学習室 11日㈯ 午後2時

休
館
日

開館時間
午前9時～午後6時
木曜日は午後8時まで
石畑1962　　557―5614
   https://www.library.mizuho.tokyo.jp

月曜日、17日㈮…
瑞穂町図書館、地域図書室
8日㈬…長岡・武蔵野
　コミュニティセンター図書室
年末年始（12月29日㈰から1月3日㈮まで）…
瑞穂町図書館、地域図書室

　元狭山ふるさと思い出館では、
施設の維持管理のため外壁等
塗装工事を実施します。
工事中も図書室は開室します。
工事期間：3月中旬まで

元狭山ふるさと思い出館外壁等塗装工事について

おはなし こぱんだ
場所 日程 時間

長岡コミュニティセンター図書室 30日㈭ 午前10時30分

23　　広報みずほ　令和７年１月号



 瑞穂町郷土資料館 瑞穂町郷土資料館

詳しくは
けやき館HPへ

入館料無料 開館時間 午前9時～午後5時
駒形富士山 316－5　　
   568―0634 　 568―0639
https://www.mizuhokyodo.jp/

1月1日㈷～3日㈮
20日㈪

21日㈫臨時休館日

※費用の記載のないものは全て無料です。 ※けやき館は防衛省から「特定防衛施設周辺整備調整交付金」を受けて、管理運営の一部に充てています。

温故知新の会
第235回 郷土歴史講演会
「瑞穂町のすがた～
地形歴史風土など～」
日　時  1月13日㈷ 
　　　午後1時30分～3時
定　員  100人　
講　師  久保田 吉範さん

予約受付中

第238回 自然に関する講演会
「身近に暮らす動物たち」
日　時   2月2日㈰ 
　　　午後1時30分～3時
定　員  100人　
講　師  村山 俊彰さん

1月5日㈰午前10時
予約受付開始

囲炉裏端で語る昔話
第221回 「戦争体験記」
日　時  1月19日㈰ 午前10時15分～11時30分
語り部  田中 庄次さん

企画展「開設から85年 
多摩陸軍飛行場」
　令和7年で開設85年を迎
える横田基地の前身、多摩
陸軍飛行場に関わる資料、
写真、関係文書を展示して、
郷土の歴史を様々な視点か
ら振り返ります。
期　間  1月26日㈰まで　 場　所  2階展示ギャラリー

ミニ展示「さわってみよう昔の道具」
～は

● ● ● ●

かってみよう！
いろいろな「測る」と
「量る」～
期　間  1月19日㈰ まで
場　所  エントランスホール

「初めての人向け 古文書を読み解く」
　町や近隣地域に伝わる江戸時代の資料を教材にして、古文書の読み
方を学びます。全3回の講座ですが、1回だけの参加も可能です。
日　時  第1回 1月25日㈯ ╱第2回 2月1日㈯   
　　　第3回 2月8日㈯ 午後1時30分～3時（各回とも）
定　員 各回30人　 費　用 各回100円
講　師 塩島 清志さん（瑞穂古文書を読む会代表 第1回・第2回）
　　　岩崎 行雄さん（瑞穂古文書を読む会 第3回）

予約受付中

開館10周年記念 企画展 ｢大海道細渕家展｣
期　間  1月13日㈷まで
場　所  企画展示室
　駒形富士山地区の有力
な豪農、大海道細渕家旧
蔵の資料から、細渕家や
駒形富士山村の移り変わ
りを紹介します。

第117回 親子折り紙教室
「寿鶴」
日　時   1月18日㈯
　　　午前10時15分
　　　～11時45分
講　師   池田さん、當間さん

和田さん

第236回 歴史講演会
「逸話で語る赤穂四十七士
─「堀内伝右衛門覚書」から─」
日　時  1月26日㈰ 
　　　午後1時30分～3時
定　員  100人
講　師  佐藤 誠さん

予約受付中

第237回 郷土の食文化
「打ち入れうどん」
日　時  2月1日㈯ 午前10時30分～正午
定　員  8人　 講　師  川鍋 悦子さん
費　用  500円
持ち物  マスク、エプロン、三角巾、
　　　タオル
※小麦粉使用のため、アレルギーのある方はご遠慮ください。

1月5日㈰午前10時
予約受付開始

※1月11日㈯開催の落語会、1月18日㈯開催の日本茶体験講座、1月22日㈬開催の写経会は、定員に達しました。
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　多摩地域の自治体が発行している郷土誌関係の出版
物を一堂に集め、展示・販売を行います。
日　時　1月18日㈯ 午前10時～午後5時
 1月19日㈰ 午前10時～午後3時
※ 町の展示・販売は1月19日㈰のみとなります。

会　場　 立川市柴崎学習館　
　　　　 地下ホール（立川市柴崎町2-15-8）
問合せ　けやき館　
　　　　 568―0634

第37回多摩郷土誌フェア

…マークのある事業に参加した方に、健康ポイントを付与します。

みんなのけんこう
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日　時　3月31日㈪まで（土・日曜日、祝日を除く）
　　　　午前8時30分～（受付は午前8時15分～8時25分）
場　所　公立福生病院
内　容
▶乳がん検診　問診、マンモグラフィ
▶子宮頸がん検診　問診、細胞診
対　象　 町内在住の女性で、前年度(令和5年4月～令

和6年3月)町の検診を受診していない次の年
齢の方

▶乳がん検診…40歳以上
▶子宮頸がん検診…20歳以上
費　用 乳がん検診は1,600円、子宮頸がん検診は無料
※ 無料クーポン券または生活保護受給証明書、児童扶
養手当証書の提出で無料になります。
申込み　健康課（ 557―5089）へ

　町の特定健康診査の結果、生活習
慣病の危険性が高い方などに、「特定
保健指導」のご案内を郵送しています。健康面談を通じ
て保健師、管理栄養士などの専門職が、生活改善のサ
ポートをします。ぜひ、ご利用ください。
問合せ　健康課　 557―5089

乳がん・子宮頸がん検診（個別検診）

特定保健指導を受けましょう

一部無料

日　時　1月６日㈪～2月28日㈮
※下記医療機関の診療時間内
場　所　 高水医院、大聖病院（福生市）、
　　　　羽村ひまわりクリニック（羽村市）
内　容　問診、細胞診
対　象　 20歳以上の女性で、前年度（令和5年4月～令

和6年3月）町の検診を受診していない方
※ 子宮頸がん検診のクーポン券をお持ちの方は、保健
センターへの申込みは不要です（6月に対象の方に郵
送したクーポン券をご覧ください）。
※ 前年度に受診したかどうか不明な場合は、お問い合
わせください。
申込み　 電話（ 557―5089）または直接保健センターへ
※電話申込みは2月7日㈮まで

子宮頸がん検診受付中 無料

　特定健康診査、若年の健康診査の
受診結果について、保健師・管理栄
養士がご相談に応じます。
日　程　1月29日㈬ 午前・午後、2月13日㈭ 午後
場　所　保健センター
対　象
▶瑞穂町特定健康診査受診者
▶若年の健康診査受診者
▶ 40歳から74歳までの国民健康保険加入者で、事業
主健診、人間ドックなどの受診者
※ 特定保健指導の対象になる方はこの相談会を利用で
きません。特定保健指導を利用してください（特定保
健指導対象者には個別にご案内を郵送します）。
申込み　健康課（ 557―5089）へ

～特定健診・若年の健診を受けた方へ～
健診結果個別相談会 無料要予約

　高齢者インフルエンザ予防接種、新型コロナウイ
ルス感染症予防接種の費用の一部を町が助成します。
発症後の重症化予防のため、接種をご検討ください。

問合せ　健康課　 557―5072

予防接種（高齢者インフルエンザ、
新型コロナウイルス感染症）

高齢者インフルエンザ 新型コロナウイルス

対象者

▶65歳以上の方
▶ 60歳以上65歳未満で心臓、腎臓、呼吸器
機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免
疫の機能障害で、身体障害者手帳１級相当
の障がいを有する方

回数 1回

費用
2,500円

※ 生活保護受給者、中国残留邦人等支援給付
受給者本人と配偶者は、全額免除です。

場所 町内および西多摩地域の指定医療機関
実施
期間 1月31日㈮まで 3月31日㈪まで

町ホームページ 町ホームページ

自己負担あり
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官公庁などからのお知らせ

対　　象
　都内在住の18歳以上の方（令和7年4月1日時点）で、ホ
ームページ閲覧とメールの送受信ができる方（公務員、
過去にモニターを経験した方、島しょ在住者を除く）。
募集人数　 1,000人程度（応募者多数の場合は選考)
任　　期　4月1日から1年間
内　　容　アンケート（4回）の回答など
申込方法　 東京都下水道局ホームページ

（https://www.gesui.metro.
tokyo.lg.jp/）から申込み

申込受付　1月7日㈫～2月28日㈮ 午前10時～午後５時
謝　　礼　 回答数に応じ図書カードを贈呈（任期末に

まとめて送付）
問 合 せ　東京都下水道局 総務部 広報サービス課　
　　　　　 03(5320)6511

　蜜蜂の飼育をする場合は、養蜂振興法の定めるところ
により、飼育の届出をする必要があります。毎年１月末
まで、または、飼育開始日が決まった時点で飼育届を提
出してください。申請書の様式や提出先は都ホームペー
ジをご覧ください。
問合せ　東京都農業振興事務所 振興課　
　　　　 042（548）4868

　「医療費等通知書」を1月下旬に郵送します。通知書
には、診療年月、医療機関などの名称、医療費（10割
分の金額と自己負担相当額）などを記載しています。届
きましたら、記載内容などのご確認をお願いします。
対　　象
　令和6年11月29日時点で、東京都後期高齢者医療の
被保険者資格があり、1年間（令和5年9月1日から令和
6年8月31日まで）に、保険診療で医療機関などへの受
診履歴がある方
注意事項
　確定申告（医療費控除）の際に医療費等通知書を添付
することで、令和6年1月から8月までの診療などは、「医
療費控除の明細書」への記載を省略することができます。
ただし、令和6年9月から12月までの診療分を申告する
場合は、お持ちの領収書に基づいて別途「医療費控除の
明細書」を作成して申告書に添付してください。
※ この場合、医療費の領収書は、確定申告期限から５
年間保存する必要があります。
問 合 せ
　東京都後期高齢者医療広域連合お問合せセンター

0570（086）519

　国民年金保険料は所得税法や地方税法上、社会保険
料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が
軽減されます。
　控除の対象となるのは、令和6年1月から12月まで
に納めた保険料の全額です。過去の年度分や追納され
た保険料も含まれます。また、ご自身の保険料だけで
なく、配偶者やご家族（お子さんなど）の負担すべき国
民年金保険料を支払っている場合、その保険料も合わ
せて控除が受けられます。
　なお、社会保険料控除を受けるには、年末調整や確
定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払った
ことを証明する書類の添付が必要です。令和6年10月
下旬に、日本年金機構から「社会保険料控除証明書」が
送られていますので、確定申告書提出の際には、必ず
この証明書または領収証書を添付してください（令和6
年10月1日から12月31日までの間に、初めて国民年
金保険料を納めた方には、2月上旬に送られます）。

　口座振替による納付は、現金による納付よりも割引
額が大きい6か月前納・1年前納・2年前納や、月々 60
円割引となる早割制度が利用できます。口座振替によ
る納付をご希望の方は、納付書または年金手帳もしく
は基礎年金番号通知書、通帳、金融機関届出印を持参
の上、ご希望の金融機関または最寄りの年金事務所へ
お申し出ください。

　クレジットカードによる納付でも2年前納が利用で
き、ますます便利な納付方法になっています。クレジ
ットカードによる納付をご希望の方またはクレジット
カードの有効期限を迎える方は、最寄りの年金事務所
へお問い合わせください。

問合せ　青梅年金事務所　 0428（30）3410

　中食や外食でも自分や家族の健康に気を配りたい！そ
んなとき、野菜たっぷりメニューがある、栄養バランス
メニューがある、減塩のサポートがあるなどの「からだ気
くばりメニュー店」を利用してみませんか。
詳しくは、西多摩保健所のホームページをご
覧ください。
問合せ　東京都西多摩保健所
　　　　 0428（22）6141

下水道モニター募集蜜蜂を飼育している方へ

青梅年金事務所からのお知らせ

後期高齢者医療制度の被保険者へ
医療費等通知書を郵送します

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控
除の対象です　

国民年金保険料は口座振替がお得です

クレジットカードでも納付できます
あなたの食をサポート！からだ気くばり
メニュー店！

都ホームページ

下水道局
ホームページ

西多摩保健所
ホームページ
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日　程 行事・イベント・相談
（相談時間は受付時間）

けんこう　場所の指定がない場合は保健センター
（時間は受付時間）

1 祝 元旦
休日　ファストドクター
準夜　入間市　小林病院　 04（2934）5121
　　　（受診前に電話で問い合わせてください）
歯科　羽村市　宇野歯科医院　 555―8241

2 木
休日　ファストドクター
準夜　羽村市平日夜間急患センター　 555―9999
歯科　羽村市　沖倉歯科　 555―4331

3 金
休日　ファストドクター　
準夜　福生市　ひかりクリニック　 530―0221
歯科　羽村市　くさか歯科　 555―7793

4 土

5 日
リサイクルプラザ粗大ごみ受入れ（日曜開館）
午前9:00～午後4:30（正午から午後1時までを除く）
557―7612（午後4時までに電話申込み後、持込み）

準夜　羽村市平日夜間急患センター　 555―9999
歯科　羽村市　羽村歯科医院　 570―4618

6 月 歯科健診　3歳6か月児（R3年5・6月生）　4歳児（R2年11・12月
生）　午後　予約制

7 火 健康･育児･栄養相談　午前9：30～11：00（成人の相談は要予約）
8 水
9 木
10 金 3～4か月児健診（R6年9月生）　午後　予約制
11 土

12 日 準夜　福生市　ひかりクリニック　 530―0221
歯科　羽村市　森谷歯科医院　 555―9872

13 祝 成人の日
休日　瑞穂町　新井クリニック　 557―0018
準夜　入間市　小林病院　 04（2934）5121
　　　（受診前に電話で問い合わせてください）
歯科　羽村市　はむら線路沿い歯科　 570―5621

14 火 健康・育児・栄養相談・歯科相談　午前9：30～11：00（成人の相談
は要予約）

15 水
東部高齢者支援センター　出張相談会　午後2:00～3:30
ファミリーマート瑞穂町役場南店
問合せ　東部高齢者支援センター　 557―3852
　　　　高齢者福祉課　 557―7674

1歳6か月児健診 （R5年6月生)　午後　予約制

16 木
法律相談（要予約）　午前9:00～11:40　庁舎3階　総務課
※予約（8人）は15日㈬午前8:30～総務課へ 557―0501
身の上・行政相談　午前9:30～11:30　庁舎2階　協働推進課
問合せ　協働推進課　 557―7608

17 金
西部高齢者支援センター　出張相談会　午後1:30～3:00
武蔵野コミュニティセンター
問合せ　西部高齢者支援センター　 557―0609
　　　　高齢者福祉課　 557―7674

18 土

19 日 準夜　福生市　熊川病院　 553―3001
歯科　羽村市　DenTrust　 555―7064

20 月
終活（相続・遺言等）あんしん相談　午前9:30～11:30　
ふれあいセンター
※予約（3人）は、14日㈫～17日㈮午前8:30～社協へ 557―0165

21 火 健康･育児･栄養相談　午前9：30～11：00（成人の相談は要予約）
22 水 お誕生教室（R5年12月、R6年1月生） 午前　予約制
23 木 教育委員会定例会　午前9:00～　庁舎会議室3-2

問合せ　学校教育課　 557―6682
24 金 3歳児健診 （R3年12月生） 午後　予約制
25 土

26 日 準夜　福生市　ひかりクリニック　 530―0221
歯科　羽村市　平三歯科医院　 554―0066

27 月

28 火
身近な法律相談　午前9:45～11:45　ふれあいセンター
※予約（4人）は、20日㈪～24日㈮午前8:30～社協へ 557―0165
成年後見利用相談　午後1:30～3:30　ふれあいセンター
※予約（3人）は、20日㈪～24日㈮午前8:30～社協へ 557―0165

健康・育児・栄養・歯科相談　午前9:30 ～ 11:00（成人の相談は要
予約）
歯科健診　2歳児（R4年12月生）　2歳6か月児（Ｒ4年6月生） 
午後　予約制

29 水
30 木
31 金

2月1日
　～4日

【けんこう】
2日㈰…準夜　羽村市平日夜間急患センター　 555―9999

歯科　羽村市　本田歯科医院　 554―5902
4日㈫…健康・育児・栄養相談　午前9:30～11:00（成人の相談は要予約）

休日…休日診療 午前9:00 ～正午、午後1:00～3:00
準夜…休日準夜診療 午後5:00 ～10:00
歯科…休日歯科応急診療 午前9:00 ～午後5:00
※ 医療機関が変更になる場合もあります。確認の上、受診してください。

受付は
15分前まで

日　時　2月24日㈮ 午前10時～11時45分、
　　　　午後1時～4時
場　所　ジョイフル本田 瑞穂店駐車場
主　催　青梅法人会 瑞穂第二支部

献血にご協力
ください

医療機関案内 受け付けます
東京消防庁救急相談センター 
５２１ー２３２３ または ＃７１１９
医療情報ネット（旧ひまわり）
０３（５２７２）０３０３
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消費生活相談窓口

時間 午前9時～午後4時 ※正午から午後1時までを除く。

1月は9日・16日・23日・30日です

産業経済課

　　　　　土・日曜日、祝日、年末年始（午前
相談日時　月～金曜日（午後6時～翌朝8時）

8時～翌朝8時）
０３（５２８５）８８９８または♯８０００

子供の健康相談室（小児救急相談）
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東京消防庁救急相談センター 
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０３（５２７２）０３０３
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消費生活相談窓口

時間 午前9時～午後4時 ※正午から午後1時までを除く。

1月は9日・16日・23日・30日です

産業経済課

　　　　　土・日曜日、祝日、年末年始（午前
相談日時　月～金曜日（午後6時～翌朝8時）

8時～翌朝8時）
０３（５２８５）８８９８または♯８０００

子供の健康相談室（小児救急相談）

医療機関案内 受け付けます
東京消防庁救急相談センター 
５２１ー２３２３ または ＃７１１９
オンライン医療機関検索は「医療情報ネット」
医療機関案内サービス「ひまわり」　　03（5272）0303

休日診療：ファストドクター

　電話または二次元コードから問合せ　
　　050（3090）0434

往診またはオンライン診療
　（対応日時　1月1日～1月3日の
　午前9：00～午後5：00）

※ファストドクターの受診方法など、
　詳しくは町ホームページをご覧ください。

受付サイト

町ホームページ

  1月 ＣＡＬＥＮＤＡＲ
広 報 カ レ ン ダ ー

● J a n u a r y  ● 睦 月

マイナンバーカードの申請に必要な顔写真を無料で撮影し、
申請のお手伝いをします。ぜひ、ご利用ください。
日時　1月26日㈰ 午前９時～正午　場所　住民課

27　　広報みずほ　令和７年１月号



人口と世帯　12月１日現在 （　）は前月比　
人口　32,035人(14人減)　　男　16,306人(7人減)　　女　15,729人(7人減)　　世帯　15,539世帯(7世帯増)
発行／瑞穂町　　編集／デジタル推進課　　毎月1回1日発行　　〒190-1292　東京都西多摩郡瑞穂町大字箱根ケ崎2335
　 042（557）0501（代表）　 　042（556）3401（代表）　　https://www.town.mizuho.tokyo.jp/

今月の表紙
　「広報みずほ」、町ホームページやSNSなどで、今月号の
表紙となる「巳」をテーマにした写真またはモデルを募集し
たところ、5人の方から5つの作品の応募がありました。ご
応募いただいた皆さん、ありがとうございました。
　町職員の投票による選考により、「Zakky」さんの作品が
1位となりました。“蛇”喰い次右衛門像の前で、蛇の着ぐ
るみを着て口を大きく開けた可愛らしい「巳」になりきった
お子さんの写真です。巳年は、蛇のイメージから「新しいこ
とが始まる年になる」とされます。この表紙写真からそんな
新しいエネルギーを皆さんに受け取っていただけたら幸い
です。
　惜しくも表紙とならなかった他の作品も魅力ある作品ば
かり。7ページに記事が掲載されていますし、もっと大きな
写真は、記事にある二次元コードから接続できる町ホーム
ページの記事で見ることができます。ぜひご覧ください。
　本年も、皆さんに楽しんでいただけるよう精一杯努めま
すので、「広報みずほ」をどうぞよろしくお願いいたします。

第40回 青少年の主張意見発表会 最優秀賞受賞作品

　令和6年12月7日に第40回 青少年の主張意見発表会が行われました（関連9ページ・18ページ）。各部門の最
優秀賞を受賞した作品を、今月号から3回に分けて掲載します。
　大きな受賞理由である発表技術の素晴らしさをお伝えできないのは残念ですが、文章からも伝わる、町の青
少年の、若々しい希望と決意をぜひご覧ください。
　第1回は、小学生の部の最優秀賞受賞作品です。

　私たちの未来のために
　山本 輝

き

依
い

（五小６年）

　私の将来の夢は、建築士です。
　私が建築士になろうと思ったきっかけは、小さい頃からレゴブロック
が好きで、よく家を作っていて、それがすごく楽しかったからです。
　今、地球温暖化のせいで、気温が例年に比べて高くなっています。こ
のままでは、地球に住むことができないという状態に陥ってしまうかもし
れません。そこで私は、地球に優しい木材と、植物をたくさん植えた、二酸化炭素削減ハウスを作りたいと思い
ました。木材住宅を増やすことによって、街にもう1つの森林を造ることと同じような効果があります。また、
植物は、光合成によって二酸化炭素を吸収することで、二酸化炭素を減らし、地球温暖化を抑える効果があり
ます。他にも、ソーラーパネルを屋根全体に取り付けることで、省エネルギーの効果もあります。
　また、地球温暖化だけでなく、少子高齢化も問題になっています。高齢者の家にバリアフリーがないだけで、
高齢者の暮らしが一気に不便になってしまいます。そして、バリアフリーの家にするには大変な費用がかかりま
す。そこで、お手頃価格で、高齢者が安心して暮らせる家も作りたいと思いました。私の祖母の家は、玄関に段
差があり、階段も急で、すごく大変そうでした。私は、いつか建築士になって、祖母の家を建て替えて、階段を
ゆるやかにして、玄関にスロープと手すりをつけて、住みやすい家にしてあげたいです。
　建築士になりたい思いが強いので、調べる学習で昔の家を調べたり、自分の理想の家の間取りを書いたりし
ています。相手への思いやりを持たないと相手にあった家の間取りを書くことは出来ません。私は、困っている
人を見かけたら、すぐに助けられる人にもなりたいです。たとえ建築士の夢が変わっても、その気持ちは大切に
したいと思います。

裏表紙：六道山公園展望塔からの初日の出
（令和6年1月1日撮影）




